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１．働き方改革って言葉、知らないんですか!?












　ぽん、と机の上に書類の束が置かれるのと同時に、低い声が姫宮ひめみや和葉かずはの耳に突き刺さった。

「姫宮。営業部から出てきた前月の売上データ、日別、顧客別、担当者別に集計し直してくれ。それから、前年度の同月データと比較したレポートも今日中に頼む。営業部から提出された報告書の補足として使用する」

「……は!?」

　ノートパソコンのキーボードを叩く手を止めた和葉は、思わず低い声を出し、机の前に立ち自分を覗き込むように身を屈めている、背の高い男性を見上げる。

　短めの前髪が無造作に額に落ちている。きりとした眉に切れ長の瞳。高い鼻筋に笑みを浮かべた薄い唇。オーダーメイドのダークグレーのスーツを着、ブルーと白のストライプ柄のネクタイを締めた黒瀬くろせ一臣かずおみは、モデルといっても通りそうな美形で、三十六歳独身。黒瀬コーポレーション中の女性社員――ただし約一名を除いて――の憧れの的だった。

「今からですか？」

　その約一名である和葉が、眉を顰めて壁掛け時計をわざとらしく見ると、彼も同じ時計を見て満足気な表情を浮かべる。

「ああ、まだ十七時二十分。業務時間中だろう？　明日一番の会議で使う資料だ、よろしく頼む」

　睨み付ける和葉の視線をさらりとかわした彼は姿勢を正すと、さっさとドアの向こうの副社長室へと消えて行った。残された和葉は、ぎりと歯ぎしりをする。

（何が業務時間中よ！　あと十分で終わりじゃない！）

　せっかく今日は定時で上がれる予定だったのに。この後デートだからと、いつもの黒のタイトスカートスーツではなく、お気に入りのミントグリーンのハイネックワンピースにしたのに。ふわりとした七分袖のワンピースは、会社でもパーティーでも着られるクラシカルなスタイルだから、そのまま待ち合わせ場所に向かう予定だったのに。

　髪型だって、いつも一つに括っている黒髪を下ろして毛先をカールさせ、華やかに見えるように頑張ったのに。童顔だから、子どもっぽく見える顔も気合を入れてメイクして、少しでも大人の雰囲気を出そうとしたのに。

　な・の・に。

（あの俺様副社長がああああっ！）

　働き方改革という言葉を知らないのか。こんな時間に、面倒な仕事を頼むなんて！
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（俺の専属秘書ならこれくらい平気だろ、とでも思ってるんでしょうけど！）

「……どう考えても、無理じゃない……」

　十八時に出ないと店の予約時間に間に合わない。さっき言われた仕事は三十分で終わるどころか、二時間で終わるかどうかも分からない。

（ああでも、早く連絡しておかないと、彼の方が店に行くのに時間が掛かるし）

　和葉はスマホを手に持ち、『急に仕事が入り今日行けなくなりました。ごめんなさい。詳しくはまた連絡します』とだけメッセージを送った。

（後でちゃんと説明しよう）

　……ああ、デートをキャンセルするの、この二ヶ月で三回目よね。本当に悪いわ……。

　もやもやした思いを抱えながら、和葉は元凶が消えて行ったドアを睨み付ける。

「何の恨みがあるのよ、あの鬼がああああっ！」

　黒瀬副社長に対する恨みつらみは際限なく出てくるが、今はそんな場合ではない。和葉は渋々ながらもパソコンの画面を睨み、彼が置いた資料をぱらぱらとめくり始めた。

（営業部のデータ、全体の集計しかしてないじゃない！）

　部全体、課ごとの集計はされているものの、顧客別や社員別に分けられていない。前月の会議で、売上が目標に到達していない原因を調べるよう、指示が出ていたはずなのに。この資料では、全体の売上しか比較できない。

　これは営業の個々のデータを取り直して、再集計しないといけないってことだ。

（あああ、もう！）

　営業部付の営業補佐は、とにかく資料作成が苦手で、毎月の報告も和葉が手直ししている。売上分析グラフなんてものは、全く作成できない強者つわものだったりするのだ。

「仕方ない、全部やり直さないと」

　愚痴を言っている暇はない。和葉はノートパソコンから営業システムへとログインし、目当てのデータを引っこ抜き、指示された通りの資料をせっせと作り始めたのだった。
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「あ～……終わった……」

　その瞬間、和葉は机の上に突っ伏した。

　営業部の売上データを集計し直し表を作成、それをグラフ化し、コメントを入れてレポートにまとめる。見やすいかどうか、印刷して確認し、データファイルと紙の両方の資料を作成し終えた時には――すでに二十時となっていた。データファイルの方は所定のサーバーに格納し、メールで連絡したところだ。念のため、紙の資料は会議出席者の人数分印刷して綴じ、書類を入れる箱に置いてある。その資料の一冊を手に持った和葉は、しかめっ面で席を立ち、副社長室に繋がるドアをノックした。特に返事を待たないまま、副社長室へと入る。仕事に熱中すると返事するのも面倒だから、勝手に入って来いと言われているのだ。

　和葉から見て左手の奥、幅広の机に資料を広げ、パソコンの画面を睨んでいた副社長が和葉の方を向いた。上着を脱ぎ、ネクタイを緩めた彼が、ふうと息を吐いて椅子の背もたれにもたれる。今まで仕事に熱中していたのだろう。副社長がワーカホリックであることは、その被害に一番遭っている和葉が誰よりも知っている。

　つかつかと机に近付いた和葉は、仕上げた資料を積み上がった資料の一番上に置き、冷めた表情を浮かべてこう言った。

「失礼します。印刷した資料をお持ちしました。データファイルの方はメールにリンクを張っていますから、そちらからご覧下さい」

　前髪を右手で掻き上げ、立ち上がった副社長が、和葉を見下ろし、にいと唇を歪めた。

　身長百六十センチの和葉と彼との身長差は、優に二十センチを超える。最初の頃は、じっと見下ろされると息が詰まりそうになる圧迫感を感じたが、今では堂々と睨み返せるまでに成長（？）していた。

「ああ、ご苦労様。確認させてもらう」

　その声にどこか満足気な響きが混ざっていたことに、焦りと怒りで一杯の和葉は気が付かなかった。

「では、後はお願いいたします。お先に失礼いたします」

　ぺこりとお辞儀をして、さっさと秘書室に戻る。背中に鋭い視線が突き刺さって来たが、もう挨拶も済ませた和葉は気にせずに、ドアをぱたんと閉めた。そして急いで秘書室の戸締りをした後、会社を飛び出してスマホを確認したのだった。







＊＊＊








「――で結局、また振られたと」

　古城こじょう由香里ゆかりの指摘に、和葉は「そうよぉ！」とやけくそ気味に叫び、切子細工のクリスタルワイングラスに注がれた赤ワインをぐいと飲み干す。座り心地の良いソファに座った和葉は、真向かいでグラスを傾ける由香里に心の内をぶちまけた。

　大きな瞳でどちらかといえば童顔の和葉に対し、由香里は切れ長の瞳の大人っぽいスレンダー美人で、二人並ぶと同じ年には見えないとよく言われる。ワンレングスの黒髪を肩になびかせ、白いバスローブを身に纏った由香里は、高級ワインをやけ酒にしている和葉を呆れたように見ていた。

　振られた和葉が駆け込む先は、大体由香里のマンションだ。安普請のアパートに父と二人暮らしの和葉は、そこで自棄になることもできず、かといって黒瀬コーポレーションの副社長への恨みを、会社の同僚達にぶちまける気にもなれない。

　結局中学時代からの親友で、叫んでも音が漏れない高級マンションに一人で住んでいる由香里の家に転がり込むことになる。父も由香里のことはよく知っているので、飲み過ぎてお泊りコースになっても何も言わない。『由香里ちゃんにお礼しないとねえ』と菓子折りを買ってくるぐらいだ。

　由香里にしても、和葉とあれやこれや話すのは楽しいらしく、『なんだったら、ここでルームシェアしてもいいのよ？』とよく言われている。

　――親友とはいえ、そこまで甘えるのは気が引ける、と和葉は辞退しているが。






「あんの副社長のお陰で！　これで三人目よ!?『縁がなかったんだね』って振られるの！」

　ボトルから、ワインを自分のグラスになみなみと注ぐ和葉に、由香里が苦笑した。

「そりゃあね、仕事で会えませんってデート断り続けたら、『じゃあサヨナラ』ってなるわよねえ」

「でしょ!?　そう思うでしょ!?　あの鬼さえいなければ、今頃彼氏の一人や二人っ……！」






　――ごめん、俺達縁がないようだから、個人的に会うのは止めよう。じゃあ。






　会社を出てすぐ確認したスマホに届いたメッセージ。当然、今日会うはずだった彼――近藤こんどう博文ひろふみからだ。彼と言っても、三ヶ月前の六月に友人の結婚式で知り合い意気投合、連絡先を交換して、ここ二ヶ月で何度かランチに行った程度の付き合いだ。

「夜飲みに行こうって誘われる度に、残業が入って！　断る羽目になって！　それでまた振られたって訳よっ！」

　土曜日に出掛けようと約束して、休日残業や出張になったことも、一度や二度ではない。その度に『ごめんなさいメッセージ』を送る和葉に対し、相手が呆れて離れていく――のが、すでにパターン化していた。

「いつもいつも、ここぞという時に邪魔してっ……！　わざとなの!?」

『今度奢るよ』と一流ホテルのラウンジで待ち合わせの予定だったのに。誘いを受けた時、どきどきしながら返事をしたのを思い出し、和葉のはらわたはますます煮えくり返る。

　由香里はすっと目を細めて和葉を見た。

「ねえ、そのワンピース……確か成人式におじ様が買ってくれたものよね？　昔懇意にしていた高級ブティックで久々に仕立ててもらったって、嬉しそうにしてたでしょ？」

　和葉は半分ワインの入ったグラスを右手に持ったまま、顔を上げた。

「そうよ？　今日会うはずだったホテルのレストランに着て行けそうな服って、これくらいしかないもの」

　いつもの出社服――黒のタイトスカートスーツ――は、堅すぎてデートには向かない。だから、一張羅のこのワンピースの出番が多い。幸いにも二十歳の頃から体型は変わっていないし、クラシカルな形だから流行に関係なく着られるのだ。

「いや、多分それでしょ、原因は」

　ぐびぐびワインを飲む和葉に、グラスを右手で回しながら由香里が指摘した。

「いつもかちっとしたスーツしか着ない和葉が、ふわりとしたいかにもってワンピース着てたら、ねえ？　今日デートですって白状してるようなものでしょうが」

「げほっ!?」

　思わずむせた和葉に、由香里が畳みかける。

「大体、和葉は分かりやす過ぎなのよ。会社終わってから着替えたらバレないと思うわよ？」

「そんな時間ないのよ。ぎりぎりまで仕事してるんだから～！」

　グラスをガラス天板のローテーブルに置いた和葉は、ぐっと両こぶしを握り締めた。

「仕事量だって多いから、手際よくやっても中々終わらないし！　副社長が先に帰ってくれたらいいんだけど、そういう時に限って向こうも残業してるし！　あんの鬼がああああ！」

「それ、絶対和葉のこと、見張ってるわよね……」

「自分はモテモテのくせに！　どうして私の邪魔ばかりするのよーっ！」

　和葉がデートじゃない日に、副社長がさっさと帰る日もある。そしてそんな日の翌日は『昨夜は楽しかったわ、またお誘いしてと一臣さんに伝えてもらえる？』という色っぽい電話を受ける羽目になるのだ。あちらは充実したデートライフを送っているのに、何故自分はこんな目に遭うのだ。もちろん彼は、女性の言葉を伝えたところで『分かった』と一言で済ましているのだが。






　がーがーと文句を言う和葉を見て、由香里がふっと遠い目になる。

「あのお淑やかで、お嬢様だった和葉がこんなに逞しくなるなんてねえ。あの頃は想像もできなかったわよ」

　和葉はぱちくりと目を瞬いた後、まあねと答えた。

「だって仕方ないじゃない。社長令嬢じゃなくなったんだから。否応なしに逞しくもなるわよ」






　……二人が知り合った中学は、幼稚園から大学・短大までエレベーター式で進学できる、有名な私立学校だった。財閥や元華族の子女、外国の王族も留学してくる、いわゆる『セレブ階級ご用達（お金持ち）学校』の一つ。

　当時の和葉は、姫宮カンパニーの社長令嬢で、幼稚園からの持ち上がり組。対する由香里は、彼女の父親一代で全国展開となった古城スーパーの社長令嬢で、小学校までは公立に通っていた。セキュリティ面を考慮した由香里の両親が、中学生になる時点で転入させることを決めたのだ。

　――だが、外部からの転入生に対する同級生達の反応は冷たかった。所詮、成り上がりの娘だと陰口を叩かれたのだ。そんな中、和葉は由香里を友人として庇い、彼女を一人にしないようにと気を付けた。和葉がいなければ、あの冷たい人間関係の中でやっていけなかった、と由香里は今でもよく言っている。

　由香里が上流階級での振る舞い方を身に付け、実家のスーパーが大企業に成長するにつれ、虐められることも減ったが、二人の友情は変わらなかった。このまま同じ高校に進学しようと約束し合った。だが。






　――和葉が中学三年生になった年、姫宮カンパニーが破産し、姫宮家は没落した。豪邸も別荘も全て手放し、破産処理に父親が奔走している最中に母親は家出、そのまま離婚。和葉は否応なしに、社長令嬢という立場から転落した。

　和葉への周囲の態度も一変、かつて由香里が受けたような虐めに遭ったが、その時に庇ってくれたのは由香里だった。

　高額な授業料を払えなくなった和葉は、卒業を待たずに公立中学へと転校。一から出直す父と六畳二間築五十年のアパートに移り住み、学業とバイトに明け暮れる毎日を過ごした。

　由香里は金銭面での支援を申し出てくれたが、和葉は断った。友人としての関係をずっと続けていたかったからだ。

　必死に勉強した和葉は優秀な成績を収め、学費無料の特待生として大学に行くことができた。そのお陰で、黒瀬コーポレーションという一流企業にも就職でき、父との生活も楽になった。父は未だ借金を返済し続けているため、和葉も父の元で節約生活を続けているのだ。






　二人を取り巻く状況は変わってしまったが、今日に至るまで由香里は和葉の良き親友だ。由香里も『古城のお嬢様』という仮面を外して本音を言える和葉に会うのは楽しいと言ってくれている。が。






「おじ様を支えて生活するうちに逞しくなったのは分かるけど、ちょっと逞しくなり過ぎじゃない、和葉？　あの黒瀬一臣にぽんぽん物言う人なんて、ほとんどいないんじゃないの？」

　和葉は半分瞼を閉じた状態で、由香里を見た。

「副社長の噂も聞いたことがあるの？」

　上流階級のパーティーに出席する由香里は、副社長を見掛けることも多いらしい。

「まあねえ、彼セレブの間では『理想の花婿ナンバーワン』だから」

　その言葉に、和葉はかっと目を見開き、だん！　とテーブルに拳を打ち付けた。

「どこが!?　鬼よ、あの人！」

「仕事の面では情け容赦ないけれど、黒瀬コーポレーションの副社長で、長身でイケメンで、女性には優しいって評判よ。パーティーでも煌びやかな女達にいつも囲まれてるわ」

（ああ、愛想笑いだけは超一流ですから！）

　確かに、外そと面づらだけはいい男だ。モデルのようなすらりと均整の取れた身体に、俳優並みの端整なマスク。彼の甘い笑みに、取引先の女性社長が頬を染めていたのを思い出す。それを横目で見ていた和葉は、内心「ふんっ」と思っていたが。

「騙されてる、絶対外見に騙されてるわっ……！　副社長は青い血が流れてる冷血漢よっ！」

　優しくなんてされた覚えがない。和葉にしか向けられない、あの薄ら笑いを思い出すだけで、腹が立つ。

　ふむと由香里が考え込む。

「和葉には優しくないのね？　そう言えば、和葉はパーティーに同伴してないわよね」

「優しかったら、デートの邪魔なんてしないと思うけど!?　パーティーでは、どこかのご令嬢をパートナーにしてるみたいだし、私に言われても準備できないわよ」

　お嬢様だった頃パーティーに出たこともあるが、あまりいい思い出はない。それに今の和葉では、パーティードレスを用意するのも大変だ。

「仕事が厳しいのは納得できるけど、こうも立て続けに振られるなんて、恨みも溜まるわよ！　大体、デートの日に限って残業を言い付けるんだから！」

「そう、ねえ……」

　すらりとした脚を組んだ由香里が、にやりと笑う。こういう顔をする時の由香里は、大抵悪いことを考えている。

「ねえ、黒瀬副社長に縁談が持ち上がってるって噂、知ってる？　この間のパーティーで聞いたの。父に確認したら、かなり信憑性が高いって」

「えっ！」

　和葉は思わず息を呑んだ。

（縁談!?　あの鬼に!?）

　仕事に熱中している横顔や、和葉をふふんと見下ろす、いけ好かない笑顔が頭に浮かぶ。

　目がまん丸になった和葉は、あんぐりと口も開けた。由香里はゆっくりと頷く。

「なんでも、お相手は有名どころの大会社の社長令嬢だって。彼の親戚筋からの情報らしいから、確かなんじゃない？」






　――あの鬼が縁談を受けて、結婚したら。

　きっと今みたいに残業もせず、新妻の待つ家へと早く帰るようになって……。

（そしたら、私は）

　あの鬼副社長のお守りから解放されて――






「わ……私……っ……やっと自由になるんじゃない!?」

（これでデートの邪魔もされなくなって……恋人だってできるんじゃないの!?）

　やったーっ！　と両こぶしを天に上げて喜ぶ和葉を見る由香里の目は、どこか憐れみを含んでいるように見えた。

「そう上手くいけばいいけどねえ……ところで和葉。話を戻すけど、彼とは別れたのよね？」

　上昇した気分が一気に下降した。手を下ろした和葉はどよんとした表情で、小さく頷く。由香里はグラスをローテーブルに置いて、ぐいと身を乗り出した。

「だったら……婚活パーティーに参加してみない？」

「婚活パーティー？」

　和葉が目を瞬くと、由香里はにっこり笑って話を続ける。

「うちって、結婚コンサルティング会社も経営するようになったの。元お得意様から会社を買い取ったんだけどね。そこで今度、独身男女を集めて、パーティーを開催することになったのよ」

　由香里がふふふと笑みを漏らす。

「初めての開催だから少人数だし、モニターってことで参加してみない？　参加者も厳選して、和葉にお勧めできる人達を集めるから」

（由香里……！）

　由香里の紹介なら、身元も大丈夫だろう。和葉はがばっと由香里の右手を両手で握り締めた。

「ありがとう、由香里……！　参加させてもらうわ！　持つべきものはやっぱり友人よね！」

　和葉の脳裏に、以前似たようなパーティーに参加しようとして、出張させられた記憶がよみがえる。

（今度こそ、邪魔なんかさせないんだから！）

　本人に縁談が持ち上がっているのなら、そちらに注意が向いているに違いない。そのうちに、さっさと相手を見つけることができたら。

「これで少しは、お父様も安心してくれるかしら……」

　ぽつりと零れた和葉の本音に、由香里は口端を上げた。

「やっぱり、おじ様を安心させたくて、結婚相手を探してるのよね？」

　和葉は小さく頷いて目を伏せる。

「……お父様は自分のせいで、私の人生を狂わせたって悔やんでるから」

　確かに、大金持ちの社長令嬢から借金生活を送る女子中学生になった時には、あまりの落差に呆然として涙も出なかったぐらいだ。けれど、由香里を始めとしてそんな和葉を助けてくれた人もいた。それに社長として忙しい日々を送っていた父とは、こうなるまでゆっくり過ごす時間もなかった。当然苦労もあるが、父と二人きりの生活は案外楽しかったのだ。

（私はお嬢様生活をしていた自分よりも、今の自分の方が好きだし、気にしなくていいと何度も言ってるのに）

「だから、さっさといい結婚をして、お父様自身の幸せも探して欲しいのよ。私が結婚するまでは再婚しないと言ってるし」

　実は父の相手にと見込んだ女性がいる。父の元秘書で、没落後も何かと力になってくれている井波いなみ佐代さよだ。小柄で笑顔が素敵な佐代は、父が就職活動をしている間、中学生だった和葉に差し入れを持って来てくれたり、進学についても相談に乗ってくれた恩人。この十二年の間、ずっと和葉達親子の手助けをしてくれているのだ。

　四十代手前となった彼女と父との結婚には、反対するどころか大賛成なのだが、父からすれば『借金の返済もまだだし、和葉の幸せを見届けないと』となかなか佐代にプロポーズしようとしない。佐代からも何も言っていないようだが、和葉にしてみれば、これ以上恩人の時間を無駄にはしたくない。

　勉強とバイトに明け暮れた学生時代は、彼氏を作る余裕もなかった。就職してからいい人を見つけて、父に紹介して、安心して佐代と結婚してもらおう……そう思っていたのに。

（あの鬼のせいでえええええ！）

　何の因果か、就職してすぐ副社長専属秘書のアシスタントに抜擢された和葉は、前任秘書が辞めた後、そのまま専属秘書に格上げされ、業務を引き継ぐことになってしまった。おかげで、彼氏を父に紹介する前に振られるパターン、を繰り返しているのだ。

　副社長には上流階級のお嬢様がお似合いだ。さっさと婚約でもして、婚約者との時間を大切にして欲しい。そして私を解放して。

「……って顔に書いてあるわよ、和葉」

　呆れ声を出した由香里を前に、和葉はぐっと右手を握り締めた。

「今度こそ、素敵な彼氏をお父様に紹介するわっ！」

「その意気よ。じゃあ、細かい話はまた連絡するわね」

　拳を振り上げて宣言する和葉に、由香里はゆったりと笑ったのだった。
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　昼休み、いつもの黒スーツを着て自席でスマホを見た和葉は、思わず唸り声を上げた。

「……仕事が早いわね、由香里は……」

　さすがは古城スーパー……今は古城株式会社の社長令嬢兼、社長秘書だけのことはある。

　由香里から、早速婚活パーティーの日時や場所が送られてきたのだ。やけ酒を飲んで由香里の家に泊った日から一週間しか経っていないが、かなり詳細な予定表をメッセージに添付してくれている。

「参加者も古城関連者が多いみたいだし、身元もしっかりしてるってことよね」

　地方のスーパーから出発したとはいえ、古城株式会社は小売業だけでなく、様々な業種を抱える大企業へと成長している。そこの社員なら、由香里のチェック済みだろうし、安心してお付き合いできるだろう。和葉はふむふむと頷きながらスマホを机の上に置き、買ってきたサンドウィッチを右手でつまんだ。今日父は外で昼食をとると聞いたため、いつものお弁当は作らず、朝コンビニに寄ったのだ。久しぶりに食べる卵サンドは、マヨネーズの味も絶妙で美味しかった。

（それにしても、由香里どこからこの情報を）

『日時は黒瀬副社長のお見合いの日と被るようにしたから。安心して参加して頂戴』

　そんなメッセージを読んだ和葉は、思わずまじまじとメッセージを見直してしまった。

「秘書の私だって、副社長のお見合いの日なんてまだ知らないのに……」

「俺が何だって？」

（ひっ!?）

　びくんと肩を揺らした和葉が恐る恐る振り向くと、いつの間にか背の高い悪魔が、身を屈めて和葉の上に影を落としていた。黒いスーツを着ているせいで、禍々しいオーラを背負っているように見える。和葉は食べかけのサンドウィッチを机に置き、口元は笑みを浮かべているが、目が全く笑っていない副社長を見上げた。

「副社長、本日社長と会食のご予定では」

「社長の都合が悪くなり中止だ。おかげで食べ損ねた……一つくれ」

　ひょいと長い手が伸びて、まだ手を付けていない卵サンドを一つ攫って行く。

「えっ……！」

　咄嗟に反応できなかった。ぱくりと厚めの卵サンドを口にした副社長を、和葉は呆然と見上げる。

「……結構美味いな。社内のコンビニか」

（あああ、私の限定販売の卵サンドがっ！　今からじゃ、もう売り切れてるのにーっ！）

　早めに買いに行って手に入れた、有機卵を使った高級卵サンド。有名ホテルとのコラボ商品で和葉の大好物だが、普段はお弁当なので、滅多に購入しない。

（味わって食べようと思ってたのに……！　酷い！　鬼！）

　もぐもぐ卵サンドを食べる副社長を和葉は睨み付けた。食べ物の恨みは深いのだ。

　ぺろりと下唇を舐めた副社長が、うぐぐと憤怒の表情を浮かべる和葉を見下ろし、にやりと笑った。彼の目に宿る何かに、和葉の背筋がぞぞぞと寒くなる。

「まあ、そう怒るな。今度奢ってやるから」

「結構ですっ！」

　仕事中散々顔を突き合わせているのだから、終業後ぐらいは自由にさせてくれ。そんな思いが顔に出たのか、副社長の笑みがますます深くなる。和葉はつんとした声を出した。

「では、昼食はいかがされますか？　今からどこかに」

「午後一の会議の資料を確認するから、弁当を買って来てくれ。そこのコンビニでいい」

「承知いたしました」

　和葉が椅子を引き、腰を浮かせたところで、大きな手に邪魔される。

「食べ終わってからでいい。ああ、それから」

　再び腰を下ろした和葉は目を見開いた。副社長の両手が椅子の肘置きに置かれ、身を屈めた彼の端正な顔が和葉の顔のすぐ間近にある。

（閉じ込められてる!?）

　今にも息が掛かりそうな距離感に、和葉の口元がぴくぴくと引き攣った。そんな和葉を見つめる副社長の瞳がきらりと光る。

「……俺の見合い話に興味があるとは思わなかったな」

（さっきの独り言聞かれてたの!?）

　どくんと心臓が跳ねた。笑みを浮かべた彼の薄い唇が不気味に見える。和葉はあくまで冷静さを装って答えた。

「そ、それは……色々と日程調整する必要があるかもしれませんし、早めに日時を教えて頂ければと」

「……ほう」

　にいと口端を上げる副社長の顔が肉食獣に見えて仕方がない。というより、どうしてこんな間近で話をしないといけないのか。誰かが今副社長秘書室に入ってきたら、変な誤解をされるのではないか、と和葉の頭の中はぐるぐると回転していた。

「それ以外に理由はない、と？」

　和葉は眉を顰めた。一体この人は何が聞きたいんだろうか。

「秘書ですから、スケジュールに関心があるのが普通では？」

　きりとした彼の眉が上がる。副社長の視線が和葉の唇に移った。

（え……？）

　ゆっくりと彼の顔が近付いてくる。のどが詰まり、声が出せない。息もできない。目を見開いたまま硬直した和葉を見つめながら、ぎりぎり触れるか触れないかの距離で、彼の引き締まった唇が動く。

「……来週の土曜日、十八時――黒瀬インペリアルホテル、Table à manger des dieux神々の食卓、だ」

「は」

　思わず開いた和葉の唇に、副社長の息が掛かった。ミント系の爽やかな香りがする。

　副社長か和葉のどちらかが少しでも動いたら、互いの唇が触れ合ってしまう距離。じっと見つめる彼の視線に、和葉は何も考えられなくなった。指一本動かせない。心臓すら、止まってしまったようだ。

　何秒間か見つめ合った後、すっと副社長が姿勢を戻した。彼の両手も椅子の肘置きから離れ、立った状態で和葉を見下ろしている。彼の表情は読めなかったが、瞳だけはぎらぎら輝いて見えた。

　ぽかんと口を開けた和葉が副社長を見上げた時にはもう、彼はいつもの彼に戻っていた。

「その日はゆっくりするといい。だが、緊急に連絡する可能性もある。電話は繋がるようにしておいてくれ」

　それだけ言うと、副社長は踵を返してドアの向こうへと消えた。固まっていた和葉が我に返ったのは、数分は過ぎてからだった。

「何……今の」

　お気に入りの卵サンドを奪われ、椅子ドン（？）されて、じっと見られて、お見合いの日時を告げられた……？

「え……え？」

　何が何だか分からない。右手を胸に当て、うううと前屈みになってしまう。

（何だったの、今のは～っ！）

　止まっていた心臓が、どくどくと勢いよく鼓動を打ち始めた。あんな至近距離で話したことなど、当然今まで一度もない。和葉を見つめる漆黒の瞳や触れそうになった引き締まった唇、近付いた彼の体温まで思い出し、また呻いてしまった。妖しい色気にあてられて、胸が苦しい。火照った頬に両手を当てた和葉は、何とか上がった熱を冷まそうとした。

　仕事上の上司で、自分のデートの邪魔ばかりする鬼。そう思って、今まで男性として意識してこなかった――むしろ、意識しないようにしてきたのに。あんな色気駄々漏れの視線を向けられて、どうしたらいいのか分からなくなった。

（自分のお見合いが決まったからって、突然態度変えなくてもいいでしょうがーっ）

　そうだ自分がお見合いするから、私に情けを掛ける気になったんだ。『ゆっくりするといい』だなんて、副社長付きになって以来、聞いたことのない台詞だったし。心臓がどきどきしているのも、きっと気のせい……。

（……っ！）

　獲物を狙う鋭い目付きを思い出しそうになり、思わずふるふると首を横に振る。

（それにしても）

　和葉は、机の上に置いたスマホをもう一度確認した。

「来週の土曜日、十八時――か」

　由香里が知らせてきた『婚活パーティーの開始時間』と本当に同じ時間だ。

「場所は駅を挟んで、黒瀬インペリアルホテルの反対側……」

　ロイヤル古城ホテルも黒瀬インペリアルホテルに並ぶ、一流ホテルだ。黒瀬インペリアルホテルとは一キロぐらいしか離れてない。

「……何だかもやっとするわ……」

　由香里が古城グループのホテルを選ぶのも分かる。副社長が黒瀬グループのホテルを選ぶのも分かる。それがどうして、同じ駅周辺のホテルを選ぶのか。

（あーもう、考えても分からないことは、考えない！）

　和葉はぱちんと両手で頬を叩いた。

「さっさと食べて、副社長のお昼ご飯買いに行かないと」

　もやもやした気分を抱えつつも、和葉は食べかけの卵サンドを再び手に取り、もぐもぐと食べ始めたのだった。

















２．私が恋人って、虚偽報告なんじゃないですか!?












　パジャマ姿の和葉はシャッとカーテンを開け、小さなベランダに続く窓を開ける。開けた窓から、部屋の中に涼しさを感じる空気と太陽の光が入ってきた。

「ああ、今日もいいお天気～」

　んーっと両手を上げて身体を伸ばした和葉は、ふすまを開けて隣の部屋に入る。布団が畳まれているところを見ると、もう父は起きているらしい。左手の四畳半のキッチンに繋がる引き戸を開け、いそいそと朝食の準備を始めた。準備と言っても、トーストにスクランブルエッグ、昨夜の残りの野菜スープという簡単なものだ。

　キッチンのテーブルに朝食を並べていると、キッチン横の玄関のドアが開き、グレーの作業着を着た父、隆夫たかおが戻ってきた。

「おはよう和葉、ゴミ出しはしておいたよ。朝食ありがとう。今日は由香里ちゃんと会うんだったね？」

「おはよう、お父様。ゴミ出しご苦労様でした。そうなの、十時には出るつもり」

　ちなみに父には『婚活パーティーに参加する』とは言っていない。まずは参加してみて、感触を掴んでからと思っている。予約したエステサロンで顔面マッサージとメイクをし、ネイルも塗り直してもらう予定だ。

　手を洗い、和葉の真正面の椅子に座った父は、「いただきます」と野菜スープを飲み始めた。和葉もトーストにスクランブルエッグを載せて食べ始める。

「お父様は今日もお仕事？」

「ああ。工場でトラブルがあったらしいからね、今日は遅くなるよ」

　和葉は目の前の父をじっと見た。白髪交じりの髪を七三分けにした父は、目尻や口元の皺すらアクセントになる美丈夫だ。若かりし頃は上流階級のプリンスと持て囃されたらしい。もっとも温厚で誠実な性格の父は、女性に囲まれても母一筋だったそうだ。

（お父様も真面目よね……）

　破産後、父は派遣社員として働き始めた。そのうちに社長としての経験を買われ、精密機器の部品を作る中小企業のマネージャーに抜擢、今では社長の相談相手として重宝されているとか。

　給与の半分を借金返済に充てている父は、和葉が渡した生活費も一部貯金しているようだ。

　和葉としては、自分の給料も父のために使って欲しいのだが、娘にこれ以上苦労を掛けたくないと父は言う。

　優しくて責任感の強い父。是非とも幸せになって欲しい。そのためには。

（私がいい人を見つけて、安心して佐代さんと幸せになってもらわないと……！）

　幸い借金はもうすぐ返済し終わると聞いている。和葉さえ、相手が見つかれば全て上手くいくのだ。

　――電話は繋がるようにしておいてくれ

　耳の奥で囁く低い声が聞こえた。触れそうになった唇。ミントの香り。あの時の彼の体温を思い出しそうになり、和葉は思わず箸を握り締めてしまう。無視よ、無視。

（よしっ、気合を入れて頑張る……！）

　心の拳をぐっと握り締めた和葉は、にこやかに会話を続け、仕事に出掛ける父を見送った後、準備に取り掛かったのだった。
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　駅に降り立った和葉は、オレンジから淡い紺色に移りつつある空を見上げた。初秋の日中はまだ暑いが、夕暮れ時は程よい感じで、これなら綺麗に整えてくれたメイクも崩れずに済みそうだ。いい天気だったせいか、駅構内もお出かけ風カップルの姿が多い。

（少し緊張してきたわ……）

　少しだけ肩を上げ下げすると、緩くカールした髪が揺れた。赤みのあるブラウンのアイシャドウを薄くグラデーションした目元は、いつもよりぱっちりと見える。ベージュピンクの口紅とチークでメイクしたお陰で、ナチュラルな印象ながら華やかさもある。今日の和葉の服装は、例のミントグリーンのワンピースだ。共布のリボンベルトをウエスト前で結び、オフホワイトのパンプスを合わせている。左肩に掛けたショルダーバッグも薄いベージュ色にし、上品な感じに落ち着いた。

　とんとんと軽やかな足取りで階段を下りた和葉は、改札を出たところでスマホを確認した。

「海側の出口は右ね」

　スマホをまたバッグに仕舞い、足先を右に向け、一歩歩き出したところで――バイブ音がした。

「えっ!?」

　慌ててショルダーバッグから、社用のスマホを取り出す。画面に映っている名前は、今の和葉が一番見たくない名前――『黒瀬副社長』――だった。

（本当に掛かってきたの!?）

　緊急連絡するかもしれないと言われ、馬鹿正直に社用スマホも持って来ていたのだ。

（あああ、もう！）

　上司の電話を無視する訳にはいかない。和葉はさっとスマホの画面をフリックした。

「……はい、姫宮です」

　出す声が思わず硬くなったのは仕方ない。

『黒瀬だ。今どこにいる？』

　聞き慣れた低い声が耳に入ってきた瞬間、和葉はくっと唇を噛んだ。無駄のない言葉にかちんとくるが、隠しても無駄なのは重々承知している。単調な声で『黒瀬インペリアルホテル最寄り駅の改札を出たところ』だと渋々告げた。

『なら、十分以内に黒瀬インペリアルホテルのロビーに来い。急用だ、遅れるな』

　それだけ言うと、敵はあっさりと電話を切ってしまった。無言でスマホを握り締める手が、ふるふると震える。

「あんの……」






　どうして、いっつもいっつも！　邪魔ばっかりするのよ、ばかーっ！






　大声で怒鳴りたい気持ちを何とか堪え、和葉は由香里のアドレスを選択する。

『由香里ごめんなさい、緊急の仕事が入ったから、今回はキャンセルさせてもらうわ。後で連絡します』

　ちゃちゃっとメッセージを送信した和葉は、深い溜息と深い眉間の皺とともに、踵を返して山側の出口へと向かったのだった。









　駅から早足で歩いて五分。堂々たる外観の黒瀬インペリアルホテルを見上げた和葉は、むすっとした顔のまま、ガラス製の自動ドアをくぐった。

　黒瀬インペリアルホテルは、要人ご用達の一流ホテル。ヴェルサイユ宮殿を模して造られたコの字型の三階建てと、正面玄関がある棟の上にそびえる高層ビルが合体した、豪勢な造りの建物だ。三階までが高級ブランド店が軒並み入っているショッピングモール、その上から客室となっている。

　金糸で刺繍された赤絨毯が敷かれた玄関ロビーも、きらきら輝くクリスタルのシャンデリアの下、アールデコ調のインテリアで統一された、セレブ感溢れる空間だ。クラシック音楽が流れているロビーには、スーツ姿の男性客やドレスアップした女性客がちらほらいる。受付前に飾られた大きな花瓶には、赤からピンクへとグラデーションするように薔薇の花が豪勢に活けられていた。

　その百本以上あろう薔薇の山をバックにすっと立っている目標物を確認した和葉は、どすどすと大股で彼に近付いて行く。

（薔薇に負けてない美貌って何なのよ、この人！）

　目標物――黒瀬副社長は花瓶の正面に立ち、左手の腕時計を確認していた。いつもは無造作に下ろしている前髪が、オールバック気味に撫で付けられている。目を伏せているせいか、長いまつ毛が目立つ。すっと通った高い鼻筋に引き締まった唇、俳優並みの美貌だが、どう見ても腹黒さが滲み出ている顔付きだ。王子様というよりも魔王様に近いかもしれない。

　チャコールグレーの三つ揃えのスーツに白のワイシャツは会社でも見たことのある格好だが、ボルドー色のネクタイを締めているところが違う。華やかな薔薇にも負けない彼の雰囲気に、ロビー中の女性の視線が集まっている。






　あと二メートルの距離まで近付いた時、副社長がふっと顔を上げた。彼の視線と和葉の視線が真っ向から絡み合う。彼の唇が小さく動いた瞬間、和葉は雷に打たれたかのような衝撃に襲われた。






　――和葉

（――っ!?　名前、呼んだの!?）






　ぞわりと悪寒が走る。思わず立ち止まった彼女を見て、副社長の唇がゆっくりと三日月型を描いた。

　深い深い漆黒の瞳に囚われてしまう――そんな感覚が肌をちりっと焼いた。くるりと踵を返して走り去りたい気持ちを抑え、和葉は一歩前に出て会釈をした。

「お待たせいたしました、副社長。……それで、緊急の用事とは」

「……」

　副社長が和葉の全身に視線を這わす。頭のてっぺんからつま先まで、じっくりとスキャニングされているようで居心地が悪い。訳もなく、右手でスカートを整えるふりをした。

（このホテルでも、おかしくない格好のはずよね？）

「副社長？」

　和葉が首を傾げると、副社長の左手が和葉の背中に回された。

（え!?）

　驚いた和葉が言葉を発するよりも早く、副社長は方向を変え、エレベーターホールへと歩き出す。彼の大きな手が、和葉の左肩を引き寄せていた。

「あ、あのっ……！」

　振り払おうとしたが、がっしり肩を掴まれていて逃げられない。

「こちらの方が早い。さっさと歩け」

　肩を抱かれ、身体を引き寄せられて、まるで彼の恋人のように歩く――いや歩かされている――和葉に、ロビー中の女性達の視線がぐさぐさと突き刺さってくる。

　停まっていたエレベーターに半ば強制的に乗せられた和葉は、さっさとボタンを押す長い指を見た。

（最上階って……あの有名レストランがある階よね。夜景が一望できるって噂の）

　一臣から聞いた店名でネット検索した情報を頭の中に思い浮かべる。都内でも五本指に入ると評判のシェフが作る創作フレンチ料理が有名だとか。

　扉が閉まり、静かにエレベーターが動き出す。細かな彫刻がされた飴色の木で覆われた箱の中は、不自然な沈黙が続いていた。左肩に喰い込む彼の指の強さは、逃がすかと言わんばかりだ。

　和葉は大きく息を吐いてから、右側に立つ彼を見上げた。

「あの、副社長。これは一体どういうことですか？　今日お見合いだったはずでは」

　和葉をちらと見下ろす副社長の表情は、いつも以上に読めない。伝わって来る彼の体温にざわめく心を隠しながら、和葉もいつも以上に秘書の顔をした。

「緊急事態だと言っただろう。説明する時間はない。とにかく、いつもの笑顔で俺の言う通りに頷いていればいい」

　それだけ言うと、彼はふいと顔を上げ、扉の上のインジケーターを見た。白い光がどんどん右側に移動している。

　……階数が上がるにつれて、嫌な予感が膨らんでいくのは何故だろう。

「後でちゃんと説明して下さいよ!?　当然休日手当も申請しますから！」

　むっとしながら和葉が宣言すると、副社長は視線を彼女に戻し、にやりと腹黒そうな笑みを浮かべたのだった。






　エレベーターから降りた和葉は、肩を抱かれた状態でフレンチレストランへと連行された。大理石の柱と濃紅の垂れ幕が飾られた格調高い内装のレストランは、セレブ階級にも通うファンが多いという評判通り、黒瀬家が見合いに使っても遜色ないと頷ける。

　黒のスーツを着たマネージャーが副社長に声を掛け、個室スペースへと案内する。

　……当然、訳が分かっていない和葉はだんまりを決め込んだまま、口元だけに笑みを浮かべた状態だ。

（本当に強引なんだから！　言う通りにしろって言われたって、限界があるでしょうが！）

「黒瀬様、こちらでございます」

　ノックの後白い引き戸を開けたマネージャーが、深々とお辞儀をする。

「ありがとう」

　副社長がにこやかに礼を言い、何故か和葉の肩を抱いたまま個室の中へと足を踏み入れた。

　八畳ぐらいの大きさの個室には、入り口の真正面に大きな窓があり、中央に白いテーブルクロスが敷かれた六人掛けのテーブルと椅子が設置されていた。入り口側の端の席に座っていた、栗色の髪をアップに纏め、白生地に紅色と金色の折り鶴が散った着物姿の女性が立ち上がる。その女性の顔付きが副社長とよく似ていることに、和葉は気が付いた。

　一体何をさせる気なの、この人は。

　手の平にじっとり冷や汗が出るのを感じる。秘書業務で鍛えられた表情筋も、思わずぴくぴくしてしまいそうだ。

　まず口火を切ったのは、和服姿の女性だった。

「一臣さん、一体どこに行っていたの？　智花ともかさん達も、もうすぐいらっしゃるのよ？　それに、そちらの方は」

　ちらと和葉に視線を移した彼女を、副社長が遮った。

「母さん。彼女を連れてきたのです」

（やっぱり副社長のお母様！　社長夫人！）

　確か、ミス準日本に選ばれた美人で、自身もエステサロンやファッションブランドを統括する才色兼備な女性だと、前秘書から聞いたことがある。和葉が秘書になってから、彼女が会社に顔を出すことはなかったため、直接お目に掛かったのは今が初めてだ。

　皺一つない張りのある肌にやや吊り目気味の瞳、紅色のルージュをひいた唇が、妖艶な雰囲気を醸し出している。三十六歳の息子がいるとは思えない美貌に、和葉は息をするのも忘れていた。固まった和葉をちらりと見た社長夫人は優雅に溜息をついた後、また副社長に視線を戻す。

「彼女って、あなた……」

　絶句した社長夫人は、一臣と和葉の顔を交互に見た。戸惑った表情を浮かべている彼女からは、和葉を責めるような気配は感じられない。

「口説き落としたなら、早めに言ってくれれば良かったのに。それなら、わざわざ有森ありもりさんのお話を受けることもなかったわ」

（有森？）

　聞き覚えのある名前に、じりと嫌な感覚がする。

「ようやく口説き落としたところなんですよ。中々強情でね。……改めて紹介します。姫宮和葉さん――俺の秘書をしてもらっています」

　とんと肩を叩かれた和葉ははっと我に返り、慌ててお辞儀をした。

「は、初めまして。突然失礼いたします。姫宮和葉と申します」

　硬い笑顔の和葉とは違い、ゆるりと笑みを浮かべる彼女の笑顔は、間違いなく副社長と血が繋がっていると思わせるものだった。まるで精巧なビスクドールのように華やかな美人というだけでなく、言い表せない迫力がある。

「一臣の母で、黒瀬くろせ花乃はなのです。姫宮さんは一臣さんの秘書なのね？　我儘な息子に付き合わされて、申し訳ないわね」

　眉を下げてお辞儀をした花乃に、和葉も慌てて頭を下げる。

「い、いえ」

（としか言えない我が身が辛い……！）

　社畜精神が染みついた和葉には、『ええ、お宅の息子さんに説明もなく強制連行されて、婚活パーティーに行き損ねたんですが』とは言えない。こんな鬼でも上司なのだ。

「それで、どうする気なの？　もう約束の時間よ？」

　右側を見上げると、彫像のような横顔が和葉の目に入る。涼し気な表情を浮かべた彼は、さらりととんでもないことを言った。

「もちろん、丁重にお断りさせていただきますよ。長年恋焦がれていた和葉が、ようやく俺のプロポーズを受け入れてくれたのですから」

（えええええええっ!?）

　あまりの衝撃に、一瞬息も心臓も止まった。大声を出さなかったのは奇跡だ。

（今、何言ったの、この人――っ!?）

　プロポーズを受け入れたって……誰が!?

（緊急事態だ、としか言われてないんですけど!?）

　まさか、あれがプロポーズ!?

「あ、あの、副社……っ!?」

　左肩に喰い込む指。はっきり言って痛い。眉を顰めた和葉の顔に影が掛かった。悪魔のような笑みを浮かべた、綺麗な顔が間近に迫る。ぐっと息を呑んだ和葉のすぐ目の前で、薄い唇が動いた。

「そう照れなくてもいいだろう、和葉？」

『黙っていろと言ったよな？』

　鋭い眼光が副音声を伝えてくる。開きかけたまま、わなわなと震える和葉の唇に、温かいモノが微かに触れた。

「～～～～～～☆■◎＠△っ……！」






（キキキ、キスされた……っ――!?）

　それが彼の唇の感触だと理解した瞬間、ぼん！　と顔から湯気が出た。息が掛かる距離で彼と見つめ合う和葉の頭の中は、もうぐちゃぐちゃだ。あうあうと口を動かしたが、声が出ない。

（い、いきなり、何をっ……!?）

「あらあら、お熱いこと。珍しいわね、一臣さんがそんなに執着するなんて」

　呆れ声と共に、副社長が顔を上げる。和葉の耳には、どくどくと脈打つ自分の心臓の音しか聞こえなかった。

「……仕方ないわねえ、この度はご縁がなかったと、私からもお詫びを言うしかなさそうね」

　そんな台詞を言いつつも、花乃がどこか楽しそうな笑みを浮かべているように見えるのは、気のせいだと思いたい。

「ええお願いします、母さん」

（あああ、同じ笑顔してる、この二人――っ！）

　視線を合わせてにやりと同じ形に曲がる唇。間違いなくこの二人は親子だ。

「で、でも、急にお断りなんかしたら、副社長の評判がっ」

　必死に声を上げた和葉のウエストに、彼の左手が回された。ぐいと広い胸元に引き寄せられた和葉は、半ば彼に抱き抱えられた格好になる。

「一臣、だろうが」

「へ!?」

　目を見開いた和葉の右耳に、副社長が甘い声を流し込む。

「ここは社内じゃない。副社長、ではなく名前で呼べ」

（きゃああああああっ!?）

　ふっと温かい息を耳の穴に吹き込まれ、ぶわりと全身に鳥肌が立った。脚から力が抜け、膝がかくんとなりそうだ。

「名前を呼べない唇は……お仕置きするか」

（えっ!?）

　再び抱き寄せられた和葉の目に映ったのは、切れ長の瞳を煌かせた綺麗な顔。唇は笑みを浮かべているのに、目は全く笑っていない。

（この顔はだめーっ！）

　緊急事態エマージェンシーレベルＭＡＸの顔付きだ。こんな顔をしている時の副社長は容赦などしない。不祥事を起こした社員に対峙した彼の表情を思い出した和葉は、必死に広い胸板に両手を当てて突っ張った。

「かかか、一臣さんっ！」

『これで、いいんでしょ!?　放して下さいっ！』

　和葉の副音声も正確に相手に伝わったようだ。くっくっと小さな笑い声を漏らした副社長――もとい一臣が、ゆっくりと顔を上げ、花乃に再び向き合う。花乃はやれやれと肩をすくめ、一臣と和葉を交互に見た。

「全く……恋人を揶揄からかうのもいい加減になさい？　可愛いからと虐めていたら、逃げられるわよ。ねえ、和葉さん？　……とお呼びしてもいいかしら？」

「は、はい……」

「まあ、今回は顔合わせのお食事会で、正式なお話を受けた訳ではないから、和葉さんが責任を感じることはないわよ。悪いのはこの息子だから」

　にっこり微笑みながら親し気に話し掛けられても、和葉はロクに返事ができず、頷くだけ。一体今、何が起こっているのか、頭がついていかない。

（いきなり拉致されて、恋人だと紹介されて、キ、キスまでっ……！）

　左肩を掴まれている手の大きさも、抱き寄せられた身体の体温も、どうにもこうにも落ち着かない。思考回路がショートして、何も考えられない。頭はすでにパンク寸前だ。

（ああもう、早く終わらせて欲しい……）

　この数十分で、一気に寿命が十年は縮まった気がする。げっそりした和葉は、半ば自棄になっていた。






　――コンコン

「失礼いたします。有森様がお見えになりました」

　先程和葉達を案内してくれたマネージャーの声に、すっと頭が冷静になる。一臣に目配せをした花乃が、「お通しして頂戴」と声を掛けた。

「失礼いたします……あら？」

「和葉!?」

　開いた引き戸から聞こえてきた声に、どくんと和葉の心臓が脈打つ。一臣の指が左肩に一層深く食い込んでいることにも、気付かなかった。一臣と共にゆっくり振り向いた和葉の目に、入ってきた二人の女性の姿が映る。

　向かって左側に立つ、すらりと背の高い女性は、和葉と年が近い感じだ。ふわりとウェーブした栗色の髪が、卵型の顔に沿うように流れている。陶磁器のような滑らかな肌に、ぱっちりとした瞳。淡い薔薇色の唇は、何か言いたげに薄っすら開いていた。アイボリー色のシフォン生地にパールが散ったハイネックのワンピースは、正に上品なお嬢様といった感じだ。三連のパールのネックレスと揃いのパールのイヤリングも、上品でありながら華やかさをプラスしている。スカートの裾から伸びるすらりとした脚に、パール飾りの付いた白いヒールが良く似合っていた。彼女が左手で持つセカンドバッグも、薄いブルーの生地にパールが散りばめられたものだ。

　――中学生までの私も、パーティーではこんな格好をしていた。そして、その隣には――この人がいた。和葉は右側の女性に視線を移し、顔を強張らせた。






　豊かな黒髪をシニヨンに纏め、猫のような目をした女性は、花乃と同じように年齢を感じさせない美魔女だった。

　瑞々しい白い肌に、すっと通った鼻筋。薔薇色のルージュは、金と黒をベースとした着物の生地に咲く大輪の薔薇と同じ色。毒々しいまでに鮮やかな薔薇の模様は、彼女のイメージ通りだ。金色の帯に輝く帯留めの赤い石は、おそらく大粒のルビー……色合いからして高級なブラッドビジョンだろう。






　――有森和音かずね。上流階級でも評判の美女。こうして直に会うのは十年以上ぶりなのに、彼女の美貌は全く衰えておらず――和葉の記憶に残る通りだった。






　自分を睨み付けてくる彼女の視線を、和葉はすっと唇を引き締め、迎え撃つ。二人の間にパチパチと火花が音を立てて弾けた。

　彼女の視線が、和葉の左肩――肩を抱いている一臣の手に向けられた。その目には、苛立ちと共に戸惑いの色も浮かんでいる。






　まず動いたのは一臣だった。和葉から手を離し、すっと一歩前に出た彼は、二人に向かいお辞儀をする。

「こんにちは、有森さん。本日はわざわざお越しいただき、ありがとうございます」

　和音は和葉を睨み付けたまま、微動だにしない。先に口を開いたのは、若い女性の方だった。

「こんにちは、黒瀬一臣さん。こうしてお会いするのは初めてですわね？　私は有森智花ともかと申します。こちらは義母ははの有森和音ですわ」

「こんにちは」

　こんな時でも微笑みを浮かべることのできる彼女達に、和葉は感心した。もっとも、和音の笑みは口元だけで、目は全く笑っていなかった。

「本日は私と智花さんの顔合わせ――の予定でしたが」

　僅かに振り向き、和葉を見下ろす一臣の瞳に、とくんと心臓が跳ねた。見たこともない、優しい色が、確かにそこに浮かんでいた。

「実は長年焦がれていた女性が、ようやく私の想いに応えてくれまして。智花さんには何の落ち度もなく、誠に申し訳ないのですが、今回のご縁はなかったことにしていただきたいのです」

　一臣の声は鬼副社長の時とは違い、真摯で真面目だった。そのことに、何故か胸の奥が痛くなる。

　深々と頭を下げる一臣を見て、和葉も同じように頭を下げる。ふわりといい香りが漂い、一臣の右横に鮮やかな金色の折り鶴が並んだのが、視野の端に見えた。

「私からもお詫び申し上げます。息子にしっかり確認しておけば、このようなことにはならなかったと思います」

　花乃も深々と頭を下げている。心の中はぐるぐると訳の分からない感情が渦巻いているが、和葉は神妙な顔付きをして一臣に従っていた。






「……ご事情は分かりました。頭を上げて下さい」

　和葉が頭を上げると、智花は落ち着いた表情を浮かべていた。和音の方は相変わらず和葉を睨み付けている。

「一臣さんにもどうしようもなかったのでしょうね。ご縁がなかったことに……とのことですけれど」

　智花が和葉をちらと見る。その視線の鋭さに、和葉の息が一瞬止まった。

「一旦保留、とさせていただけませんか？　いきなり破談……では、私も少々困りますので。それに」

　智花は和葉に向けて、にっこりと笑う。人形のような綺麗な顔に浮かぶ何かが、和葉の背筋をゾクゾクさせた。

「有森智花です。あなたが一臣さんの恋人……でよろしいのかしら？」

「……姫宮和葉と申します」

　一臣の恋人というフレーズには、大いに異論があるが、ここは黙っているしかない。和葉は愛想笑いを浮かべながら会釈した。

「お付き合いされるようになったのは、最近のことなのでしょう？　この縁談話が持ち上がった時には、あなたのことなど話題にもなっていませんでしたし」

　智花の声に、不穏な響きを感じた和葉の眉がぴくっと動く。

「……ええ、最近です」

「そうですの。それでしたら……」

　ふふふと笑うルージュをひいた唇。だが、和葉を見る視線は射抜くように鋭い。

「今後は未定ということですわね。有森家にとっても黒瀬家との縁談は、良いお話ですから。特に義母がその気になっておりますし……破談とするのは待って頂きたいですわ」

（つまり、横から入ったあなたなんか目じゃない、すぐに別れるのはそちらだと言いたいのよね!?）

　一臣と結婚する気はないが、こうも厭味ったらしい言い方をされるのは腹立たしい。秘書で鍛えた仏の笑みも崩れそうだ。

　智花の口端がくっと上がる。

「あなたの事は存じ上げておりますわ……義母から聞いたことがありますの。パーティーに連れて行っても、人見知りが酷くて目立たない娘だったと」

「まあ、そうですか。私のことなど、とうに忘れていたと思っていましたわ」

　和葉は氷のような冷たい笑みを浮かべてみせた。智花も鮮やかに微笑んでいるが、その瞳は全く笑っていない。そして和音に至っては、艶やかな紅色のルージュを引いた唇が、ぴくぴくと痙攣していた。






「有森さん、和葉さんとお知り合いなのかしら？」

　一臣の母の声に、知らず知らずのうちに握り締めていた、和葉の右拳から力が抜ける。花乃を見る和音の視線は、和葉に向けるものとはまるで違っていた。目尻を下げ、唇を緩めて微笑みながら彼女が話し出した。

「……和葉は私の娘ですの。もっとも、和葉は離婚した元夫に引き取られましたから、こうして会うのは久しぶりですけれど」

「娘さんですって？」

　花乃が驚いたような声をあげる。和葉は咄嗟に右側に立つ一臣を見上げたが、彼の顔には驚きの表情すら浮かんでいなかった。どちらかと言えば……

（面白がってるんじゃないの、この人!?）

　真面目な表情をしつつも、目の奥にちらと光るのは、好奇心だ。ぐぬぬと憤慨する和葉だったが、この場では文句も言えない。

「……こんなところで会うとは思っていなかったわ、和葉」

「そうですね」

　愛想笑いを向けられたところで、困るだけだ。和葉は硬い表情のまま答える。和音は小さく笑みを浮かべながら、一臣に目を向けた。

「それで……和葉と交際ですって？　一臣さんが？」

　和音の視線が刃のように鋭くなる。ぐさぐさと和葉に刺さってくる和音の視線は、到底好意的なものではない。ひくっと口端が引き攣った和葉に、和音はさも可笑しそうな声をあげた。

「ま、一臣さんたら冗談がお好きなのね。智花との縁談を断って、こんな子を選ぶだなんて」

　大袈裟に溜息をついた和音は、横目でちらと和葉を見る。この目付きには覚えがある。そう、あれは――






　――和葉は華がないわねえ。私の娘だとは思えないわ、全然似ていないし。






　……姫宮家が没落する前から、母は和葉を快く思っていなかった。こんな地味な娘でがっかりだと、綺麗な顔を顰めて和葉を見ていた。

　確かに、自分と母には似たところはない。和葉は父方の祖母に似て、童顔で中肉中背だが、和音は艶やかな色気匂う美人で、すらりとしたモデル体型だ。自分に似た娘を産みたかったのに、と言われる度に、和葉の胸は軋むように痛んだ。






　――和葉はあなたが引き取って下さる？　この子は私の世界に馴染めないと思うの。

　姫宮家の没落と同時に、そんな捨て台詞を吐いて家を出て行ったのだ。






　何の因果か、和音が一臣の見合い相手の義母として登場してくるとは。予想だにしていなかった。

　智花に話し掛ける母を見ていると、自分よりも智花の方が彼女に似ている気がする。どちらも人目を惹く華やかさの持ち主だ。きっと、智花は和音の『お気に入りの義娘むすめ』なのだろう。

（……私だって、あなたに似ていると言われても嬉しくない）

　蝶のように社交界を飛び回る彼女を、父は本当に愛していた。家が傾き出してからも、和音は遠慮一つせず、高価な宝石や着物、ドレスを購入し続けていた。会社を立て直そうと必死に働く父と和葉をさっさと見捨てた和音が、富豪とあっさり再婚したと知った時――父は。

　自分の前では弱音一つ吐かなかった父が、がっくりと肩を落としていた。何とか慰めたくて、その背中に縋り付いた和葉の目から、涙がぽろぽろ零れ落ちたことを――忘れたことはない。

（お父様がどれだけ嘆いたか、悲しんだか、この人は理解しようともしない）

『済まない、和葉……私が不甲斐ないせいで、お前にまで苦労を』

　そう言って涙ながらに頭を下げる父の姿を、何度目にしたことか。その度に、言いようのない胸の痛みに耐えてきただなんて、この人は全く知らないし、知る気もないのだろう。

（私は、あなたみたいにはならない……！）

　――上等だわ。私はもう、箱入りのお嬢様なんかじゃない。二間のアパートで細々と父と暮らすＯＬ、姫宮和葉なのだから。

　和葉が唇をきゅっと噛んだ時、さらりと低い声が聞こえてきた。

「……ああ、あなたと俺とでは好みが違うのですね」

（え？）

　再び左肩に大きな手が回された。ぐっと広い胸板に引き寄せられた瞬間、爽やかなクール系コロンの香りが和葉の鼻をくすぐる。

「和葉は俺の好みの女性、そのものなんですよ。なにせ一目惚れでしたから」

（はあああああっ!?）

　思わず叫びそうになり、慌てて口にチャックをした。

（何言ってるの、この人はーっ！）






　好みの女性？　一目惚れ？　あれだけこき使って、デートの邪魔をしておいて!?　自分は綺麗なお嬢様達とデートしてたくせに!?

（馬鹿にしてるの!?）

　さっきまでの胸の痛みは、込み上げてきた怒りで霧散してしまった。






　右斜め上に視線を投げると、にやりと不敵な笑みを浮かべる薄い唇が目に入ってきた。彼の視線は、目の前の和音に向けられている。

　和葉が和音の方を見ると、ぽかんと口を開ける彼女の姿がそこにあった。いつも取り澄ました笑みを浮かべている母からは、想像できない間抜けな表情だ。

　和葉と目が合った和音は、はっと我に返ったらしい。

「ま、そ、そうなんですの？　一臣さんの好みって……変わっていますのね」

　ほほほと取り繕う和音に、一臣の母がおっとりとした口調で話し掛けた。

「一臣は言い出したら人の言うことを聞かない性格で……申し訳ございません。智花さんがおっしゃられた通り、そちらにもご事情がおありでしょうし、今回のお話は一旦保留とさせていただきますわ。また後日ご相談させていただきます」

　一見優し気に微笑む花乃だが、譲らないという意志が透けて見える。和音は一瞬眉を顰めたが、すぐに艶やかな笑みを浮かべる。

「そうですね、今日は一旦中止といたしましょう。一臣さんも気が変わることもあるでしょうし」

　和音が智花と和葉を交互に見た。明らかに和葉を敗者と見なした視線だ。

「生憎と俺は、一度気に入ったものは手放さない性格でして。……では、日を改めるということで、今日は失礼いたします」

　綺麗に微笑んだ一臣は、和葉の肩を抱いたまま花乃に目配せし、くるりと踵を返した。個室を出る時、和葉は後に残る三人に会釈したが――母親が自分を射抜くように見る目だけが、やたらと心に突き刺さってきたのだった。









「……副社長。私の母のこと……ご存知でしたよね？」

　黒いメルセデスベンツの助手席に座った和葉は、左側を向いて口を開いた。

「一臣だ。そう呼べと言っただろう」

　前を向いたまま、一臣がアクセルを踏む。滑らかなハンドルさばきと共に、静かに動き出したベンツの窓から見える景色が、ホテルの地下駐車場から地上へと変わる。

（絶対、知ってたわね、この腹黒……！）

　澄ました横顔に思わずグーパンチしたくなる。その衝動を抑えながら、和葉は話を続けた。

「あの、私達が先に出てきて、良かったのですか？　向こうは破談を受け入れそうにありませんでしたが」

　花乃は笑顔で二人を見送ってくれたが、後始末を全て彼女に任せたことになる。あの母親と智花二人を相手にするのは、大層なことではなかったのだろうか。

　むむむと考え込んだ和葉に、一臣がさらりと告げる。

「母は大丈夫だ。ああ見えて、交渉事に強いからな。今頃笑顔で有森親子と話をしているはずだ」

「……そう、ですか」

　膝の上に置いた拳に力が入る。

「とりあえず、お見合いの話は一旦保留になりましたし、これで私の役目は終わりですね」

　後は自分がいなくても、花乃や一臣が何とかするだろう。そう思っていた和葉に、さっきと変わらない口調で一臣が答えた。

「何を言っている。まだお前の役目は終わっていない」

「……は？」

　思わず低い声を漏らした和葉は、じと目で一臣を睨み付ける。一臣の視線は前を向いたままだが、唇が僅かに弧を描くのを和葉は確かに見た。

「あれぐらいで、あの親子が諦めるとでも？　恐らくはお前と俺の関係を断ち切ってから、再度縁談を持ち掛ける気だろう」

（断ち切ってもらって、全く構いませんけど!?　そうしたら、安心して婚活できるし！）

　……とはさすがに言えない。自分と血のつながった母親が、一臣に迷惑を掛けるかもしれないのだから。

「では、私にどうしろと？　あの人――母は」

　つきんと痛む胸に、右拳を当てる。

「智花さんの方があなたに相応しいと思っているでしょう。私では釣り合わないと言ってくると思います」

　そう、あの人のように煌びやかな美女じゃない、平凡な没落令嬢の私では。

「釣り合うか釣り合わないかは、俺が決めることだ。有森家の意向は関係ない」

　唇を噛んだ和葉の隣で、一臣はばっさり切り捨てた。

「とにかく、俺には和葉という恋人がいると宣言したんだ。恋人らしいところを見せつけておかないと、何を言われるか分からないだろう」

「え」

　邪悪な笑みを浮かべた一臣に、嫌な予感がする。ぞわぞわと肌が粟立ち、和葉は思わず二の腕を擦った。

「とりあえず、食い損ねた夕食をどこかで」

「!?　あの！　父が待っていますので、テイクアウトでお願いします！」

　……二人きりで食事なんて勘弁して下さい。そんな和葉の思いが伝わったのか、一臣の笑みがますます深くなる。

「分かった。望みどおりにしよう――大切なお嬢さんとお付き合いさせてもらうのだからな。挨拶も必要だろう」

「……は？」

（今、何を言って）

　思い切り眉を顰めた和葉を横目で見た一臣は、「本当にお前はしかめっ面が多いな」とからから笑った。






「そう、ですか……黒瀬さんと和葉が交際を」

（お父様！　それ、嘘ですから！　この鬼の策略なの！）

　薄っすら涙を浮かべた父隆夫に、とてもじゃないが真実を伝えられない。狭いキッチンに置かれたテーブルを前に一臣と並んで座った和葉は、向かい側で安堵の溜息を付いた父に何も言えない状態だった。






　――あれから一臣の行動は早かった。軽食でいいのでコンビニで買おう、という和葉の意見はあっさり無視され、都内でも有数の高級レストランに連行された。そこで彼がテイクアウトしたのは、美味しそうなサンドウィッチ。自家製パンにサーモンやらスモークチーズやら、マスタード入りマヨネーズであえた有精卵のゆで卵やら、キャビアやら、ローストビーフやらを挟んだサンドウィッチは、和葉お気に入りのコンビニサンドとは比べ物にならないくらい豪華で。

　……しかも、レストランのシェフが元黒瀬家お抱えのシェフで、独立した今でもたまに特別に作ってもらっている、と聞いて、開いた口が塞がらなかった。

「この前のサンドウィッチの礼だ」としれっと言う一臣に、頭を抱えることしかできない和葉。そして、そのサンドウィッチを手土産（？）に、古びた賃貸アパートに乗り込んだ一臣は、帰宅したばかりで作業着姿の父に、それはそれはいい笑顔を見せたのだった。






　――和葉さんのお父さん、ですね？　私は黒瀬一臣。和葉さんの上司で……この度和葉さんとお付き合いさせていただくことになりました。よろしくお願いいたします。






（違う！　いつものあの笑顔とは違うじゃない！）

　唇をにやりと曲げた、あのいかにも企んでます的な笑顔ではない。本当に誠実そうな好青年の笑顔だ。人の好い父は、その笑顔にあっさりと騙されてしまった。

「狭い所ですが、どうぞ」と通された部屋を見ても、一臣の笑顔は崩れなかった。玄関を開けてすぐに四畳半のキッチン、その奥に六畳の和室、その和室の右、襖で仕切られた六畳の和室が和葉の部屋という構成の家は、とてもじゃないが一臣が住むところとは天と地程の差があるだろう。

　持参したサンドウィッチを皆で食べ終わった後、一臣がさりげなく隆夫に聞いた。

「失礼ですが、こちらに和葉さんと二人暮らしをされているとか」

　何を聞くのよと警戒した和葉とは違い、父は一臣の言葉に納得したように頷いている。

「……ええ。古いアパートで和葉にも不自由させていますが。ここは姫宮家の使用人だった者が経営しておりまして。格安の家賃でよいと言ってくれたのですよ」

（お父様……）

　白髪も皺も増えた隆夫は、淡々と現状を話している。大企業の社長から一社員に没落したにも関わらず、父の顔には卑屈さも浮かんでいない。一臣を相手にしても、臆さず普通に話している。ある意味、姫宮家の主だった父の品の良さは、今も健在なのだろう。和葉の胸に誇らしい思いが広がっていく。

　そんな和葉の耳に、一臣が超特大の爆弾を落とした。

「実は、和葉さんには私のマンションで一緒に暮らしてもらおうと思っています。お義父さんの許可をいただきたいのです」

「えっ」

「は、あ!?」

　隆夫が息を呑むのと、和葉が声を上げるのは同時だった。自分の左に座る一臣を見上げた和葉は、彼から圧の掛かった視線を浴びせられる。

「和葉さんと交際し始めたのは最近なのです。そうとは知らない両親が別の縁談を用意していまして――そのお相手には断りを入れたのですが、どうも納得していない様子でした」

「そうでしょうね……黒瀬さんとのご縁談となれば、上流階級の女性方は目の色を変えるでしょうし」

　うんうんと頷く父に、更に一臣が畳みかけた。

「そのお相手が有森智花さん――と申し上げれば、事情は分かっていただけるでしょうか」

「なっ!?」

「かっ、一臣さんっ!?」

　隆夫の顔色が変わる。さっと青ざめた彼を見て、一臣はつらつらと言葉を並べる。

「智花さんと一緒に来られた有森和音さんは、和葉さんのお母様ですよね？　失礼ながら、彼女達の和葉さんに対する態度は、褒められたものではありませんでした。和葉さんもショックを受けていました」

「そう、ですか。和音が……」

　父の肩ががくりと下がった。和葉はきっと一臣を睨み付ける。

「そんな話を今父にしなくてもっ」

　対する一臣の瞳には、何の揺らぎもない。冷静そのものだ。

「いずれ分かることなら、こちらから予め話しておいた方がいい」

「でも！」

　和音母を愛していた父がどんなにショックを受けるか。続けて反論しようとした和葉を、父の声が止めた。

「……いいや、和葉。黒瀬さんは正しい。和音がお前に辛く当たったのであれば、私も知っておくべきだ」

「お父様……」

　辛そうに俯いた父の姿に、和葉の胸が重く痛む。と同時に、隣で涼しい顔をしている男に対する怒りが、ふつふつと込み上げてきた。

（本当の恋人同士じゃないのに、どうしてお父様を巻き込むのよ!?）

　父には黙っておいて、縁談を潰せば良かったはずなのに。そうしたら、私も――とまで考えた和葉は、あれ？　と首を捻る。

（私この人に婚約してもらって、自由になるつもり、だったんじゃ……？）

　何かしっくりこない。重大なことを見落としているような……。

「私は正式に今回の縁談をお断りするつもりです。ですがそれまでの間に、彼女達が和葉さんに手出しをしないとは言い切れないのです」

「それは」

　難しい顔をして黙ってしまった父を見た和葉の中で、違和感と言いようのない不安が混ざり合う。

「……有森智花さんは和音によく似たタイプの女性だと聞く。和音なら義理の娘を推すあまりに、和葉の気持ちを無視するかもしれませんね」

「お父様」

　深い溜息とともにそう呟いた父の顔には、深い皺が刻まれていた。和音が和葉を揶揄する度に庇ってくれた父だが、別れてしまった今となっては自分には止められない、と考えているのだろう。

「そこで和葉さんに私の家に来ていただきたいのです。一緒に暮らせば、有森家から和葉さんを守れますし、私と和葉さんの関係を周囲に知らしめるいい機会にもなる」

　隆夫の瞳が揺れる。苦悩する父の姿に、和葉の胸がずしりと重くなった。やがてくっと唇を引き締めた隆夫が、真っ直ぐに一臣を見据えた。

「……和葉を守っていただけるのでしょうか」

「ええ、もちろん。彼女は私にとって大切な女性ですから」

（嘘つき！　鬼だったくせに！）

　そんな和葉の思いは、つらつらと嘘八百を並べる一臣の前では無力だ。隆夫はふうと長い溜息を吐き出した。

「事情は承知しました。どうか和葉をよろしくお願いいたします」

「お父様!?」

　深々と頭を下げた隆夫に、一臣は「お任せください。ご信頼いただいたお義父さんのお気持ちを無下にはしません」と頭を下げる。

　……納得いかない和葉を置いて、男二人の間で今後についての話し合いがそのまま始まってしまったのだった。

















３．お前は綺麗だ












　どうして私は、荷物を詰めたキャリーバッグと、この人のマンションにいるのだろう。

「はあああ……」

　黒い革張りのソファに座り、何度目かになる深い溜息をついた和葉の隣で、一臣がいつもの企み笑いを見せる。

「溜息をつくと、幸運が逃げるぞ」

　きっと顔を上げた和葉は、右隣でリラックスしている一臣に叫んだ。

「幸運なんて、とっくの昔に逃げられてますよっ！」






　――そう、長い足を組み、悠々と右手に持ったワイングラスを傾けている、この男性ひとと関わるようになってから。






　スーツの上着を脱ぎ、ネクタイを緩めただけなのに、色気が数倍増しているのは何故だ。少し乱れた前髪を左手で掻き上げる仕草や、ワイングラスに口付ける様すら、まるで映画のワンシーンのように決まっている。この男の本質を知っている和葉でも、うっかり見惚れてしまいそうだ。

（本っ当、見た目だけはいいんだから！）

　恨みがましい目で一臣を睨み付けた後、和葉は広い室内を見渡した。黒服のコンシェルジュが常駐している高級マンション内でも、最上階に位置する彼の家は……当然ながら今の和葉には縁遠い高級感に満ち満ちていた。

　今和葉達が腰掛けているのは、だだっ広いリビングに設置されたＬ字型のソファセット。白の壁に紺に近い青のカーテンが、シンプルさを好む一臣の住居らしい。ＴＶボードや、グラスやアルコールの瓶が並ぶ棚を始め、家具は黒で統一されている。

　ソファセットの背面が、リビングに続くダイニングスペースとなっていて、天板が大理石のカウンターキッチンに、六人掛けの木製テーブルが見えた。一人暮らしにはもったいない広さの部屋。ちょっとしたパーティーも余裕で開けそうだ。

（あああ、もう！　飲まないとやっていられないわっ！）

　和葉はガラス天板のローテーブルから、赤ワインが注がれたワイングラスの足を右手に持ち、芳醇な香りの液体をくいっと飲んだ。口当たりのいいワインは、甘さと酸味のバランスが絶妙で、口から鼻に抜ける香りもフルーティーで華やかだった。あっという間に空にしたワイングラスに二杯目を注いだ和葉は、そちらもごくごくと勢いよく飲み干した。そのまま三杯目も飲み干した和葉は、ワイングラスをローテーブルにたん！　と置く。いきなり度数の高いアルコールを立て続けに飲んだせいか、喉やお腹の辺りがかっかと熱くなってきたが、そんなことはお構いなしに、改めて一臣に向き直った。

「それで私はいつまで、ここにいなければならないんですか？」

　一臣がちらと流し目を和葉に送る。長いまつ毛に高い鼻筋、引き締まった唇にやや鋭角の顎。喉ぼとけがごくりと動くのを見て、何故か和葉の胸に衝撃が走った。ワイングラスを置いた一臣は和葉の方を向き、ごく真面目に答える。

「少なくとも、結婚するまではここにいてもらう」

（結婚？　智花さんが？）

　縁談解消をごねている智花が結婚すれば、確かに問題解決だが。一臣との縁談があるのに、他に縁談の伝手でもあるのだろうか。

「……？　智花さんって他にも縁談があるんでしょうか？」

　一臣がすっと目を細めた。和葉の背中をぞわりと悪寒が走る。

（こっ、この顔――っ！）

　まただ。そう、舌なめずりする野獣のぎらつきを瞳に宿した、この顔は――

（良からぬことを企んでる顔……っ！）

「あ、あの」

　逃げよう。咄嗟に腰を浮かせた和葉の両肩が、がしっと力強い手に掴まれる。そのまま、すとんと再び腰を下ろすことになった和葉は、ずいと近付いてきた一臣の顔を見て息を呑んだ。和葉の顔から十センチ程離れたところで、彼の唇がゆったりと弧を描く。薄く開いた唇の隙間から見える白い歯が牙に見えて、息が詰まった。

「何を寝ぼけたことを言っている。俺がお前と結婚するまでだ」






　え――……っ






「は、あ!?」

　一瞬頭が真っ白になった和葉は、一拍置いてから素っ頓狂な声を上げた。

「ななな、何言ってるんですか!?　か、一臣さんと私が、結婚!?　あり得ないでしょう!?」

　没落した家の娘と、大企業の御曹司と。どう考えても釣り合わない。ぶんぶんと首を横に振った和葉に、一臣が黒い笑みを浮かべながら言葉を続けた。

「俺は有森智花と結婚する気はない。油断のならない伴侶など真っ平ごめんだからな。あの手合いは、ベッドで背中を向けた途端に、ナイフを振りかざすタイプだ」

「ナイフを振りかざすって……」

　妙に具体的な言葉に、そんな経験でもあるのかと一臣の顔をまじまじと見たが、彼はよからぬ笑みを崩さない。そんな笑顔に、和葉は智花の愛想笑いを思い出した。決して笑っていない瞳や綺麗に弧を描く唇も。その顔でナイフを持つ智花を想像し、確かに似合ってると内心頷いた。

（でも、それを言うなら、自分だって腹の中は真っ黒じゃないの!?）

　言い返そうとしたが、一臣の次の言葉が和葉を止めた。

「それにお前も俺と結婚した方がいいんだろう？　……お義父さんのためにな」

　ぴくっと和葉の肩が動く。強張った顔になった和葉に、一臣はゆっくりと話し始める。

「お前が婚活をしているのは、早く結婚相手を見つけてお義父さんを安心させたいから。苦労を掛けた娘が結婚しなければ、お義父さんは自分の幸せを見つけようとしない――そんなところか」

　相変わらず嫌味な程、頭の回転が速い男だ。黙ったまま一臣を睨み付けると、彼は涼しい顔をして話を続けた。

「相手が俺なら、お義父さんも安心するだろう。そう思わないか？」

「……そ、それは、そう、でしょうけど」

　性格がどうであれ、黒瀬コーポレーションの副社長であり、将来の社長である一臣は、結婚市場で引く手あまたの人気株だ。和葉から名家のお嬢様としての人生を奪ったと後悔する父だって、相手が一臣なら何の文句もないに違いない。おまけに仕事ができ、背が高くてモデル並みのルックス、低くて響きのいい声……となると、女性達が群がってくるのも分かる。のだが。

（腹黒で意地悪で、どうしようもなく根性悪なのよっ……！）

　何度デートを邪魔されたか。何度ぐぬぬと憤怒したか。そう何度もこの男性は。

　今もひしひしと追い詰められてる。和葉はやや目を逸らした。

「一臣さんにとっては、何も良いことがないじゃないですか。私は……没落した家の出ですし、私と結婚だなんて外聞も悪いはずです。きっともっといい方がいらっしゃるはずで……っ……!?」

　いきなり顎に右手を掛けられ、くいと顔を上向きにされたかと思った瞬間――









「んんっ……ん、んんっ!?」

　和葉は目を限界まで見開いた。唇が温かいモノで覆われている。何が何だか分からなくて、硬直した和葉の唇は、彼の唇に強引に開かされた。唇の僅かな隙間から、熱い舌が忍び込んでくる。

「んん、んんんんーっ！」

　あっという間に舌が舌に巻き取られて、言葉が出ない。舌同士が触れ合う生々しい感触に、ぞくりと鳥肌が立った。

（何？　何なのっ!?）

　逃げようとしても、背中に腕を回されて身動きができない。必死に胸板を両手で押しても、逞しい身体はびくともしない。

「ん、むう、んんっ……！」

　唇を合わせるだけのキスを盗まれた時とは違う。一臣の唇も舌も、経験のない和葉を本気で喰い尽くそうと動いている。

「ん、くっ、んん、ん！」

　温かい粘膜同士が触れ合い、アルコールと唾液が混ざり合う。ぴりっと刺激が肌に走り、和葉は思わず目を閉じた。

（く、るしっ……！）

　激しいキスに、息ができない。強く身体を抱き締められて、頭がくらくらしてきた。

　歯茎を舐め回した一臣が、和葉の唇を小さく啄み始めた。さっきまでの強引さとは違い、優しく宥めるような動きに、広い胸板に当てた両手から力が抜ける。

「んっ、は、あ……っ……」

　頭の中はもうぐちゃぐちゃだ。自分の唇を食べている彼の唇。自分の下唇を舐める彼の舌。自分を抱き締めている逞しい腕。唇が触れる度に、舌が官能的に動く度に、びくびくと肌が震えた。いつの間にか、和葉の両手は彼のワイシャツを握り締めていた。






　……どれくらい時間がたったのか。






「んんっ……んはっ」

　長い長いキスの後、ゆっくりと一臣が唇を離していく。ようやく息継ぎができた和葉は、はあはあと息を荒げながら、一臣が唾液で濡れた下唇をぺろりと舐めるのを見た。口の中に彼の味が残り、熱く火照った身体が重い。ぼうっとした和葉の目を覗き込んだ一臣が、妖艶に笑う。

「キスの仕方も知らないのか」

（！）

「キ、キスぐらい経験ありますっ！」

　かっとなった和葉は、思わず見栄を張った。

「へえ」

　一臣は片眉を上げた。爛々と光る目にじっと見つめられて、また身体に震えが走る。

「そ、そんなことより、放して下さいっ！」

　上半身を捻って逃れようとした和葉だったが、一臣は彼女を抱き締めたまま不敵な笑みを浮かべるばかり。

（う、動けないっ……！）

　和葉の背筋を寒くさせているのは――恐怖。だが、冷気が指先や足先からぞわぞわと這い上ってくる感覚の中に、淫らな何かも混ざっていることが、堪らなく、怖い。

「……お前のその態度、俺と恋人同士にはとてもじゃないが見えない。それでは、有森親子につけ込まれるぞ」

「っ、そんなこと言われても！　本当の恋人じゃないんですから、当たり前でしょう！」

　口端を引き上げて笑う一臣の顔に寒気がする。目が全く笑ってない……！

「へえ。本物の恋人になれば、いいんだな？」

「何言って……っ!?」

　ふわりと身体が浮き、急に視点が高くなった。何が起きたのか分からない。和葉は咄嗟に、目の前の一臣の胸元を掴んでいた。

「ちょっ……!?」

　顔を上げると、一臣の喉ぼとけが見える。ゆらりと身体が動くのを感じた和葉の頭が、ようやく回り始めた。

（お姫様抱っこされてるっ……!?）

「お、下ろして下さい……っ！」

　ばたばたと脚を動かした和葉だったが、すぐに膝裏に回された彼の右腕に締め付けられ、動けなくなった。

「危ないだろ。大人しく運ばれてろ」

　大股でリビングを歩く一臣に、和葉が叫ぶ。

「運ぶって、どこにですか!?」

「決まってるだろうが」

　くっくと笑う一臣の顔は恐ろしく綺麗で――そして恐ろしく邪悪だった。

「恋人同士になるための場所へ、だ。それともリビングの床でもいいのか？」

「ゆ、床!?」

（何なの、一体!?）

　頭がくらくらして、理解が追い付かない。どうして今この人の腕の中にいるのか。どうして彼はリビングから廊下に出たのか。どうして黒いドアを器用に開けた彼と共に、オレンジ色の光が灯る部屋へと運ばれているのか。どうして自分の心臓は、壊れそうなくらいどきどきしているのか、どうして……






「っ！」

　ぽすん、と和葉が下ろされたのは、スプリングの効いたダブルベッドの上だった。緩んだネクタイを無造作に放り投げた一臣がベッドに膝をつくと、マットが深く沈み、和葉の身体もふわんと揺れる。圧し掛かってくる逞しい身体を、和葉はなすすべもなく見つめていた。

「どうした？」

　和葉を見下ろす一臣の瞳がギラギラと光って見える。彼の熱い視線に、和葉の手足は縫い止められてしまったかのように、動かない。声を出そうと口を開いたが、声にもならない吐息が漏れるだけだった。

　一体、どうして。まだ和葉の頭はぐるぐると回り続けている。ゆっくりと近付いてくる綺麗すぎる顔も、ほのかに香るミントの香りも、自分を閉じ込めている逞しい二の腕も、まるで現実味がなくて。

（まつ毛、長い……）

　そんなことが頭に浮かんだ瞬間、また彼の唇が和葉の唇に落ちてきた。

「……っ、んっ……！」

　びくっと身体を震わせた和葉は、下唇を舐められた感触にぎゅっと目を閉じる。一臣の舌が、まるで味見をしているかのように、ゆるりと動いた。

「ん……、ん、あ」

　優しく擦り合わされる唇には、さっきまでの強引さはなく、穏やかで甘やかな動きが続く。

「っ、あん」

　強張る身体をなだめるように、こめかみから顎へ小さなキスが落ちる。大きな右手に首筋から肩まで軽く撫でられて、少しずつ身体が緩んできた。いつも強引な一臣が、こんなに優しく触れてくるなんて。強制なら抵抗できるのに、和葉の感じるポイントをじっくり慈しむような手の動きに、どうしたらいいのか分からない。混乱する和葉の理性が、一臣の体温に、匂いに浸食されてぼやけていく。

　下唇を甘噛みされた和葉は、薄っすらと唇を開いた。口内に侵入してきた彼の舌を、今度は抵抗もなく受け入れる。

　じゅる……

　卑猥な音と共に舌と唾液を吸われた。口の中に、彼の匂いが広がる。麝じゃ香こうのように、濃厚で誘惑してくるような香りだ。鼻腔内にまで広がる雄の匂いに、くらりと目まいがする。

「んっ、う、あむっ、あ……んっ」

　舌と舌を絡められ、和葉は喉の奥から詰まった声を出す。

（くる、し……）

　息が止まりそう。苦しい。熱い。身体が……変……。

　口の中でゆるりと動く熱い舌は、容赦なく和葉を味わっている。歯茎を舐めた舌が唇から抜かれ、また下唇を舐め始めた。唾液に濡れた唇ごと、彼の唇に食べられる。唇を軽く擦られる刺激に、和葉の手から力が抜けていた。

　優に何分かが過ぎた後、ゆっくりと一臣の唇が離れていく。そっと目を開けると、頬骨の辺りが薄い紅色に染まった一臣の顔が見えた。はあはあと荒い息を吐く和葉の唇を、彼の親指がそっとなぞっていく。少し腫れているのか、唇を撫でる親指の感触が生々しい。

「……綺麗だ」

「え……？」

　何を言われたのか、理解できない。ただ低くて甘い声が、耳から脳に注ぎ込まれた気がするだけだ。

　呆然とする和葉に、シャッ……という音が聞こえてくる。するりと衣擦れの音がしたかと思うと、肩から胸の辺りを覆っていた布が引き下げられた。

「っ!?」

　両腕から袖が引き抜かれる。あまりの手際の良さに、声も出せない。
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　一臣の視線が、和葉の身体をなぞるように下がっていく。白い喉元からミントグリーン色のキャミソールに覆われた胸の盛り上がりまで、舐めるように動く視線。和葉は咄嗟に両手で胸を隠そうとした。

「隠すな」

「きゃっ!?」

　一臣が左手であっさりと和葉の両手首を掴む。そのまま頭上で手首を押さえ付けられ、和葉の頬がかっと熱くなった。

「な、何するんです、かっ……あうっ!?」

　喉元を熱い舌が這う。同時に、一臣の右手が和葉の左胸を覆っている。膨らみを確かめるように、長い指が柔らかな肌を揉んだ。

「ひゃっ……あ！」

　薄い布越しに感じる彼の手の平。触れられた肌が、熱を帯びてくる。

「こんなに色っぽい身体を隠すなど、許されないな」

　一臣の言葉に、和葉は息を呑んだ。

（綺麗？　色っぽい？　私が……？）

　そんなこと、言われたことはない。会社でもモテた例はない。だから必死に婚活をして。

「そ、んなわけ、ないじゃないですか……だって、わたし、は」

　――私に全然似ていない、地味な娘。

　父だって社交界のプリンスと呼ばれた美丈夫なのに、絶世の美女と名高い母の娘なのに、私は。クジャクがスズメを産んだと、揶揄する人達の声まで聞こえてきた。つんと鼻の奥が痛くなり、言葉が出なくなる。

　つと一臣が顔を上げ、和葉の顔を覗き込んだ。彼の瞳の色がぐっと深みを帯びる。

「俺はお前の方が綺麗だと思う。お前の母親よりも」

「……え……？」

　和葉は小さく唇を開けた。呆然と彼の顔を見上げると、いつもの揶揄う表情ではなく、真剣な眼差しで真っ直ぐ和葉を見つめる一臣がいる。

「俺の言うことを信じろ。お前は綺麗だ」

（信じろ……って……）

　今までそんなことを言われたことがない。誰もが父や母の美貌に見惚れて、和葉は二の次……それが当たり前だった。妖艶な母と比べて地味な娘だと皆後ろ指を差していたのに。

「私、が……？　母、よりも？」

「ああ」

　一臣と和葉の視線が絡まる。彼の短い返事が少しずつ心に沁みてきて、和葉の頬がまた熱くなった。

（綺麗って……お母様よりも……？）

　じわじわと胸に込み上げてくるのは、戸惑いの中にあるものは、何――？






　和葉の身体から力が抜けた隙に、一臣の右手がキャミソールとブラジャーを同時に捲り上げた。解放された柔肉がふるんと揺れる。男性に見せたことのない白い肌が羞恥に染まる様を、一臣はじっと見つめていた。

「形も良くて、美味そうだ」

　――ぞくり……

　舌なめずりをする彼の顔は、今まで和葉が見たことがないものだった。ゆっくりと彼の顔が、胸の頂に近付く。和葉は声も出せずに、ただ肌を震わせていた。

「っ、あ……っ……！」

　左胸の先端が、温かい口の中に囚われた。ちゅくりと乳首を吸う音が、妙に厭らしく聞こえる。

「や、やめっ……あああっ！」

　唇で乳首を挟まれた後、軽く甘噛みされた和葉は、びくんと身体を揺らせた。馴染みのない快感が肌の上を走る。咄嗟に逃げようとした和葉だったが、両腕を押え付けられて身動きができなかった。ぞくぞくと悪寒に似た感覚が、背筋を這い上がってくる。彼の艶やかな黒髪が、自分の白い肌に埋まる様子は、堪らなくエロティックで――知らず知らずのうちに、和葉は背中を反らしていた。

「や、あ……っ……！」

　左胸を弄んでいた彼の唇が、右胸に移る。乳輪の周囲を舐められて、甘い悲鳴が口から漏れた。甘い刺激に、思わずぎゅっと唇を噛み締める。

「声を我慢するな。気持ちイイんだろう？」

「そ、んな……っ、ああう」

　一臣の右手が空いた左胸を捉えた。人差し指と親指で優しく擦られた乳首は、淡い桜色から熟れた色に変わり、硬く尖ってくる。ちゅくちゅくと吸われている乳首も、同じように硬く敏感になっていた。

「はっ、は、あっ」

　胸から伝わる快感は、時に鋭く時に甘やかで、経験のない和葉はどうすることもできず――ただ、乱れた息を吐くばかり。

（な、に……これ……っ……）

　身体の奥が火に焙られているように、熱い。どくんどくんと荒い心臓の鼓動が全身に伝わって、肌が小刻みに震えている。

「柔らかいな」

「ひゃ、あああっ」

　大きな右手が、盛り上がった柔肉を揉みしだき始めた。強めに揉んだかと思うと、下から優しく持ち上げるように撫でる。彼の長い指が慈しむように柔肌を触る度に、甘やかな感覚が和葉を襲った。

「あ、あ……っ、んっ」

　身体に感じる快感が、一臣に反抗していた心を塗り替えていく。もう何も、考えられない。身体が熱くて熱くて、ただ熱くて堪らない。その熱が太腿の間にじわりと染み出していくのを感じて、和葉は息を呑んだ。

「ひ、あ……っ!?」

　一臣の右手が胸からウエストへと滑り降り、くしゃくしゃになったワンピースを掴むと、そのまま下着ごと膝上までずり下ろした。

「ひゃ、あぁああああっ!?」

　太腿の隙間に長い指が差し込まれる。誰にも触れられたことのない密やかな茂みを、彼の指が擦るように撫でていく。その衝撃に、和葉の腰がびくっと跳ねた。膝を閉じ、悪戯な指から逃れようとしても、一臣が逃してくれるはずもない。

「濡れてるぞ」

「やぁっ……！」

　満足気な一臣の声に、和葉はふるふると首を横に振った。恥ずかしくて、目をぎゅっと瞑ってしまう。

（どうして……？）

　一臣のことは、デートの邪魔ばかりされて、怒っていたはずなのに。強引にここに連れてこられて、こんなことまでされて……なのに。

　――どうして、この人の指に、逆らえないんだろう。どうして……。

「ああっ……んっ、はぁ、ん」

　濡れた肉襞を下から上へと擦られ、びくびくと身体に痙攣が走る。和葉が身を捩らせても、彼の指は柔らかな花びらを弄り続ける。人指し指の腹がある箇所をすっと掠めた瞬間、和葉はかっと目を見開いた。

「ああっ……、ああああーっ！」

　一気に高まった快楽に呑まれ、きゅうきゅうと蜜壺の内側が締まる。身体を強張らせた和葉を見下ろし、一臣が瞳を煌かせた。

「やはり、ここが感じるのか」

「ひ、ああああっ！」

　ぐりと敏感な突起を押され、和葉の身体が弓なりになる。感じ過ぎるところばかりを擦られ、和葉の息が乱れに乱れた。

「あっあっあっ、ああ、あ」

　容赦ない指に、身体の震えが止まらない。鋭い快感と共に、熱いモノが身体の奥から外へと溢れ出ようとしている。蜜をたっぷり纏った指の腹で、更に敏感になった突起を撫でられている間に、和葉の両手首は一臣の左手から自由になっていた。が、快楽の波に次々と襲われていた和葉はもう、一臣に逆らうこともできない。悪戯な指の動きに合わせて、いつの間にか腰をゆらゆらと揺らしていた。身体が痺れる程の強烈な感覚は、恐怖にも似ていて、和葉は一層肌を震わせる。

「やっ……ああ、あっ……！」

　あ、と口を開けたままの和葉の目の前で、白い火花がぱちりと弾ける。

「あう、くううんっ！」

　びくっと大きく和葉の腰が跳ねたのを見届けた後、一臣は指を濡れた花芯から離し、両手で皺が寄った布に手を掛けた。あっという間に、曲げた足から、ワンピースも下着もストッキングもすべてが脱がされる。

　今和葉が身に纏っているのは、鎖骨の辺りまで捲られたキャミソールとブラジャーだけだ。はあはあと息を荒げる和葉に圧し掛かり、彼女を見下ろす一臣は、今まで見たことのない表情を浮かべていた。ぎらぎら光る彼の瞳は、哀れな獲物を前にした猛獣を思わせる。

　薄い下唇を舌で舐める一臣が、これからお前を食べると言っているようで――彼の喉ぼとけがごくりと動く様を、和葉は潤んだ目で見つめていた。

「ひ、あ！」

　最後の布までが、両腕から乱暴に引き抜かれる。寒い訳ではないのに、ぶわりと鳥肌が立った。彼の視線の鋭さに、頭上に投げ出された腕が持ち上がらなくなる。

　一臣の目が――和葉の肌を焼き尽くすような彼の目が、ゆっくりと彼女の身体をなぞっていく。頭上に投げ出されたままの両腕。乱れて白い肌に張り付いた黒髪、大きく見開かれた瞳、紅潮した頬、小刻みに震えるぽってりと腫れた薔薇色の唇、細い首に華奢な肩、そしておわん型に盛り上がった胸へと、熱い視線が動く。まだ息が整わない和葉は、どうにもできず、ただ彼の視線を受け止めていた。

　細いウエストから、太腿に挟まれた濡れた茂みへと視線を動かした一臣は、ほうと溜息を漏らす。

「本当に――綺麗だ」

　低い声が聞こえた。和葉は目を瞬き、小さく開けた唇を僅かに動かしたが、何も言葉が出なかった。

（……綺麗なのは、あなたの方――）

　少し乱れた髪、熱い光を宿した瞳、高い鼻筋に引き締まった唇。がっちりした首筋に、第一ボタンが外れたワイシャツの間から見える肌。そのどれもが色っぽくて綺麗で、和葉はごくんと生唾を飲んだ。

　身体を起こした一臣がベッドから降り、おもむろに服を脱ぎ始める。ワイシャツを椅子に放り投げ、ベルトのバックルに手を掛けた彼から目が離せない。

「……っ、」

　全てを脱ぎ捨てた一臣を見て、和葉の全身がかっと燃え上がった。スーツの下に隠されていた彼の身体は、想っていた以上に逞しかった。肩から二の腕に程よく付いた筋肉が、滑らかに盛り上がっている。引き締まり均整の取れた長身の彼は、まるでギリシャ神話のアポロンのように美しい。

　広い肩から厚い胸板、割れた腹筋……と視線を下げた和葉は、そこで目を離せなくなった。

（あ、あれ、は……っ……!?）

　怒張したソレを、当然和葉は今まで見たこともなかった。太腿の肌よりも赤黒い色合いだが、開いた先端はややピンク色が混ざっていて、妙に艶めかしい。腹筋に付く勢いで反り返り、堂々とそそり立つソレは、根元から太い筋が立っていて硬そうなのに、丸みを帯びた先端は柔らかそうにも見えた。割れて膨らむその部分がまるで別の生き物のようで、和葉は瞬きも忘れて、じっと見惚れてしまった。そんな和葉を見た一臣は、にやりと不敵に笑う。

「今からコレをお前のナカに埋める」

　熱の籠った一臣の言葉に、和葉はさっと目を伏せた。下腹部がきゅうと締め付けられて、熱くどろりとしたモノが更に身体の奥から溢れてくる。どくんどくんと脈打つのは心臓だけではない。今まで誰も受け入れたことのない身体の最奥の部分も、どくりと蠢いている。

　彼が黄色いアルミのパッケージを咥え、ピッと器用に破る。薄い膜が欲望に被せられている間にも、太腿の間がむず痒くて、和葉は我慢できずに太腿を擦り合わせた。

　ベッドのスプリングが再び沈む。和葉の上に四つん這いになった一臣は、あからさまに雄の情欲を漲らせ、上気した白い肌をねっとりと見回した。熱く焦げ付きそうな視線に縫い留められて、指一本動かすこともできない。一臣の瞳に籠る熱が、否が応にも淫らな期待を呼び起こす。とろんと蕩けた表情を浮かべた和葉を見ていた一臣が、溜息混じりの言葉を落とす。

「お前は綺麗だ。誰よりも」

「あ……」

　薄く開いた和葉の唇から、熱い吐息が漏れた。彼の台詞が肌から心臓へと沁みてきて、一層鼓動が速くなる。盛り上がった胸の先端は硬く尖り、下腹部と同じようにじんじん疼いていた。火照った身体は、一臣が与えてくれるモノを待ち望んで燃え上がってしまいそうだ。

（抵抗……できない……）

　きゅうと締まる身体の奥が、彼が欲しいと蠢いた。さっき感じた、あの高まりを、あの快感を、もっと……感じたい……

　一臣の両手が和葉の太腿に触れた。ぐいと両膝を立てられ、濡れた箇所が露わになるように脚を開かされる。空気が濡れた茂みに触れ、和葉は小さく肌を震わせた。開いた先端を花びらの間に埋めた一臣は、そのまま一気に彼女の身体を貫く。

「――っ、ああああっ！」

　ずん！　と重い衝撃と共に、激痛が和葉を襲う。ぴんと張った足先が空を蹴り、一臣の二の腕に爪を立てた。身体の奥まで埋まった塊の圧迫感に、息ができない。ぎちぎちと狭い陰路を広げる音が聞こえてくるようだ。

「く、るし……」

「っ……！」

　歪む一臣の顔が涙で霞んで見えた。ぽろりと零れた涙を、彼が熱い舌で舐め取っていく。

　そのまましばらくの間、一臣はじっと動かなかった。痛みに歯を食いしばる和葉に優しくキスを落とし、強張った身体を大きな手で撫でている。

「んっ、はっ……あっ」

　汗ばんだ柔らかい左乳房を、彼の大きな右手が包む。全体を優しく揉まれた後、硬く尖った蕾を指で抓まれた。こりこりと指で扱かれると、また快感が湧き上がってくる。右胸も同じように彼の手で揉まれた和葉は、ぴくんと背中を反らせて、唇を半開きにしたまま、荒い息を吐いた。胸からの刺激が痛みを感じている部分に届き、強張っていた身体が快感に解されていく。

「は、あ……あああうっ!?」

　いつの間にか彼の右手が、左胸からウエスト、そして茂みの中へと移動していた。さっきまでの刺激で膨れた花芽が、親指の腹で優しく撫でられる。

「はっはっ……あっ、あ！」

　ピリピリと鋭い感覚に、和葉の太腿が小刻みに震える。ゆっくり撫で回される快感に、少しずつ痛みが鈍くなった。

（あ、いやあっ……！）

　息が乱れ、熱がどんどん身体の奥に溜まっていく。溜まって溜まって――そして

「！　っ、あああああーっ！」

　びくんと和葉の腰が跳ねるのと同時に、ぎゅっと襞が締まる感覚がした。うっと呻いた一臣は眉を顰め、苦しそうに息を吐く。はっはと短い息を吐く和葉を見下ろした後、一臣はぽってりと腫れた唇を吸い、彼女の腰を両手で掴んだ。

「動くぞ」

「ひっ、あっ……!?」

　和葉のナカで彼がゆっくりと動き始めた。狭い肉の襞の間を、熱い塊が進む。最奥の部分にこつんと当てられ、また襞がきゅうと締まった。そしてゆっくりと外に引いていく彼自身に擦られた襞が、彼を引き留めようと脈打っている。

　ずっ……ずっ……

　襞が彼の滑らかな動きに合わせて動いていた。柔らかな肉襞を引きずり出されそうな感覚がしたかと思うと、硬く張り詰めたモノで奥まで埋められる。その繰り返しに、じわじわと体温が上がっていく。

「あっあっ……っ！　あ、ああっ！」

　破瓜の痛みよりも、敏感な最奥を突かれる快感が上回った。濡れた蜜壺のナカで、彼自身が、小さく円を描くように、襞を抉るように動き続ける。

「あっ、はあ、んっ、あっあっあっ」

　結合した部分から、ぐちゅぐちゅと蜜が粟立つ卑猥な音がした。和葉がナカから快楽を拾い始めたのと同時に、腰を打ち付けられる速さが上がる。

「あっあっあっあっ、っは、あ」

　胸の盛り上がりがふるりと揺れた。唾液で濡れた和葉の唇から、甘い喘ぎ声が漏れる。大きく見開いた和葉の目に映るのは、ぎらぎらと光る一臣の瞳だけだった。

「ああっ、なにっ……あ、いやっ……！」

　快楽が大きなうねりとなって、和葉の身体を持ち上げる。苦しかった圧迫感が、逆に気持ち良く感じてきた。自分のナカで膨れ上がり、抽ちゅう挿そうし続ける彼の欲望が、狂おしい程熱くて堪らない。呑み込もうとする快感から逃れようと、和葉が首を横に振り、彼の肌に爪を立てると、一臣の表情が消えた。

　はくはくと口を動かす和葉の腰が、更にぐっと押え付けられる。

「我慢するな――イけ」

　彼の熱い楔がぐっと最奥に押し込まれ、低い声で命令されたその瞬間――。

「あぁっ……あああああああっ！」

　身体の奥に溜まった快感が一気に破裂した。びくん！　とベッドの上で和葉の身体がしなる。一臣が短く息を吸い、身体を強張らせた。

「っ！」

　きゅうきゅうと彼自身を締め付ける襞のナカで、薄い膜越しに彼の欲望が放たれた。熱が蜜壺のナカにどくどくと広がり、その熱さが和葉の全身に伝わってくる。

「あ、あ……」

　迸る彼の欲望を呑み込もうと蠢く蜜壺。自分でも止められない。脈打つ感触が生々しく響いて、半開きになったままの唇の端から唾液が垂れた。

「ふ……う」

　ぐったりと力が抜けた和葉の身体の上で、一臣が吐息を漏らす。彼の乱れた前髪、快楽の色が残っている瞳、紅潮した頬、僅かに開いた薄い唇――ぼんやりと一臣を見ていた和葉の息が、少しずつ治まってきた。

（え……？）

　ピリ、とした感覚が蘇る。彼と繋がっているソコは、まだ彼のモノで埋められていて。

（――また硬くなって……る……？）

　確かにさっき、熱い飛沫が身体のナカで弾けた……はず……？

　大きく目を見開いた和葉の額に、一臣のキスが落ちた。

「このまま続けてもいいが、換えないとな」

「ひうっ!?」

　和葉のナカから、ずるりと彼自身が引きずり出された。それと同時に、蜜口から熱い蜜がどろりと零れ出る。外に向かって擦られた襞は、まだひくんひくんと小さく動いている。ナカからの余韻が全身に伝わり、和葉はベッドに沈み込んだ。

　彼女が身動きできない間に、一臣はさっさとベッドを下りて後始末をし、二つ目のパッケージを手に取っていた。和葉が慌てて口を開くと、第一声は声にもならない音が出ただけだった。

「あ、の」

（喉、痛い……っ……）

　いつもより低く掠れた声がする。さっきまで悲鳴に近い声を上げていたことを思い出し、かあっと頬が熱くなる。それでも何とか言葉を出した。

「続ける……って」

　ちらと準備の終わった一臣を見ると……何故か彼は臨戦態勢に戻っている。和葉のナカで欲望を放つ前の、弓なりになっている彼自身から目を逸らすと、爛々と輝く瞳に囚われてしまった。どす黒い笑みを口元に浮かべる一臣に、ぞくりと背筋が寒くなる。

「あ、あの？」

　再び和葉の身体が逞しい身体に押さえ付けられた。訳も分からず一臣が、清々しいまでの笑顔で言う。

「もちろん、二回目だ。まさか、あれだけで終わるとは思っていないだろうな？」

「え」

（二回目……っ……!?）

　まだ火照っている身体が震える。その震えの中に混ざる淫らな期待には――和葉は気が付かないフリをした。

「ああ、あの、私っ、もう疲れてっ」

「安心しろ。お前は大人しく喘いでいるだけでいい」

（喘いでって!?）

「一臣さ……んんんんんっ！」

　いきなり覆い被さってきた彼の唇は、和葉の唇をあっさり割った。ぬるりとした舌が、和葉の舌に巻き付き、強く吸ってくる。

「んんっ、むう、んんっ」

　舌と舌を擦り合わせただけで、小さくなっていた身体の奥の火が揺らいだ。逃げることも忘れて、和葉は両手を彼の首に回す。濃くなった彼の匂いに包まれて、和葉はただ彼の舌を吸い続けた。柔らかな粘膜同士の触れ合いに、燃え尽きたはずの身体がまた熱を帯びていく。

「んふっ……あ」

　彼の唾液を呑み込む。男らしい匂いが口腔内から鼻まで抜けるのを感じ、彼の肌に触れている胸の先がつんと硬く尖る。

（わた、し……）

　流される。流されてしまう。まだ下腹部に鈍い痛みが残っているのに、彼の手が唇が、肌が触れる度に――こんなに気持ちがいいなんて。

（こんなの……おかしい……？）

　彼に触れられて悦んでいる自分が自分でないようで、怖い。

　和葉の戸惑いを感じたのか、唇を離した一臣が、焦点の合わない彼女の目をじっと見つめた。彼の顔に浮かぶ、自分への荒々しい欲望の色に、何も言えなくなる。

「お前は俺に愛されていればいいんだ。何も考えるな。ただ感じていろ」

（あ……）

　一臣が和葉の左耳元から首筋を舐め始めた。鳥肌が立った肌は、より敏感に彼の舌を、熱を感じている。

「っ、あっ……」

　彼の両手が優しく和葉の胸を揉みしだく。喉元の肌に落とされるキスも、堪らなく優しい。まるで宝物に触れているような指の動きが、逆に焦れったい。さっき感じた、あの感覚を、快楽が極まって高みに押し上げられた、アレをまた感じたい。

　――もっと……もっと、欲しい……

「は、ぁ……っ、あ、あうんっ、やあ、ん」

　和葉はふるふると首を横に振った。焦らされて、焦らされて、もうイクことしか考えられない。

　潤んだ瞳で一臣を縋るように見つめると、彼の息が止まった。次の瞬間、彼の手が和葉の太腿に掛かる。和葉は自ら脚を開き、一臣を受け入れようと腰を浮かせた。

「っあ、ああああああーっ！」

　一臣と再び一つになった時、身体の奥から熱と蜜が溢れ、和葉の襞はぎゅっと彼を締め付ける。内側で感じる彼の圧迫感に、頭の中が真っ白に染まった。

（気持ち、いい……）

　淫らな悦びに柔肌が染まり、半開きの唇が甘い声を漏らす。彼から与えられる快楽に、和葉の身体はすっかり慣らされてしまった。

　――彼が動き始め、再び和葉が絶頂まで押し上げられるのには、そう時間は掛からない。甘くて濃厚な長い夜は、まだ始まったばかりだった。

















４．こんなにべた甘なんて、想定外です！












「ん……」

　ごろんと横に転がると、重だるい感覚が身体を襲った。何だか身体を動かすのが、億劫で……。

「おい、起きろ。朝食だ」

　肩をゆさゆさと揺すられた和葉は、ゆっくりと瞼を開けた。

「ん……ふ、あ……」

　ぼんやりした視界にまず入ってきたのは、長いまつ毛に縁どられた綺麗な漆黒の瞳。高い鼻筋に引き締まった唇。第一ボタンを外している白いワイシャツの隙間から、喉ぼとけが見える。

　……あれ？　お父様じゃない……？

　ぼーっとしたまま、ごしごしと目を擦る和葉に笑いを含む声が聞こえてきた。

「誘ってるのか？　そんな無防備な顔するなら、襲うが」

「おそ……っ、きゃああああああっ！」

　がばっと身体を起こしたはずみで、白い裸身が露わになった。肌に感じる空気で、自分が何も着ていないことに気が付いた和葉は、再び悲鳴を上げて肌布団を肩まで引き上げた。

（えええええ、嘘嘘嘘ーっ！　わわわ、私っ……！）

　一気に昨夜の記憶が和葉に襲い掛かってくる。いつの間にやら、ここに住むことになって、いつの間にやら脱がされて、いつの間にやら……！

（うっ……！）

　一臣に流されただけではなく、自分から彼を求めて強請ったことまでも、思い出してしまった。あうあうと口を動かす和葉を、ベッドの傍に立った一臣が見下ろしている。白のワイシャツに黒のスラックスを着た一臣は、シャワーでも浴びたのか前髪がまだ湿っていた。

　焦る和葉を見て、一臣は楽し気に唇を曲げる。

「今更、隠しても遅い。お前の柔らかくて白い肌は、昨夜たっぷり味わったぞ」

　和葉の頬が一気に熱くなった。

「あああ！　な、何言ってるんですか、あなたはっ！」

　下唇をぺろりと舐めた一臣の笑顔が、朝から黒過ぎて色気駄々漏れで、身体が硬直する。

「とにかく、ダイニングに来い。着替えはそこに置いてある」

　くすりと笑った一臣が部屋を出て行くと、和葉はへろへろとベッドの上に突っ伏してしまった。

「……どうしよう……私……」

　昨日の夜、和葉に掛かっていた魔法は、アルコール分と共に綺麗さっぱりなくなっている。残されたのは、腰の奥が鈍く痛む身体と、蕩けるような時間を覚えている心。

（お母様より綺麗だって言われて……嬉しくて……）

　和葉は右人差し指でそっと唇に触れた。いつもよりぽってり腫れた唇は柔らかで、激しく吸われ、甘噛みされた感覚までが蘇ってくる。

（私っ……！）

　彼に求められて、何度も喘ぎ声を上げて、何度も彼を求めて――。

　彼の肌の温もりや匂いまでも思い出し、恥ずかしくてうううと唸り声を上げた。

　――今すぐ記憶喪失になりたい。どこかへ一人で旅立ちたい。……ああ、だけど。

　無情にも、カーテンの隙間から差し込む朝の光が、早く会社に行く用意をしなさいと言っているようで。

　小さなテーブルの上に、白い紙袋が置いてあった。金色のロゴは、高級ブランドのものだ。和葉が持って来たキャリーバッグは、この部屋には見当たらない。

（これを着ろということよね……）

「はあああ……」

　深い深い溜息をつきつつ、和葉はベッドから降りたのだった。






「これで正式に恋人になったのだから、態度も改めろ」

「……は、い!?」

　怖ろしく気まずい思いを抱えながら、どこのホテルの朝食かと思わせる豪勢な食事を摂った和葉に、一臣はさらりとそんな言葉を告げた。ダイニングテーブルの真向かいに座る彼を、思わずまじまじと見てしまう。

　まだネクタイをしていない彼が第二ボタンまで開けているせいで、ちらと肌が見えるのが目の毒だ。一臣は肘を付いて指を組み、和葉を上目遣いで見つめていた。朝から匂い立つような色気に負けそうで、和葉はぐっと息を呑む。

「改めろ、とはどういう意味ですか」

「……そういう色気のない態度を何とかしろ、ということだ。いつもの地味な格好はもうするなよ」

　和葉は自分の服に視線を落とす。定番の黒とは違い、アイボリーに金色が混ざった高級生地のタイトスカートスーツは、上品ながらも華やかさを兼ね備えていた。襟なしジャケットの下に着ているシルクの白いブラウスも、滑らかな肌触りが心地良い。その感触は、かつて社長令嬢だった和葉が着ていた洋服を思い出させる。……全て一臣が用意したものだ。

（大体、下着までサイズぴったりってどういうことなの!?）

　薄いパールピンクに控えめなレースが付いた下着は、和葉が好んで身に付けるものとよく似ていた。何故かストッキングはガーターベルトで留めるタイプで、和葉が身に付けたことがないものだったのだが。

「仕事に色気は必要ありません」

　仕事中、秋しゅう波はを送ってくる女性達に極寒の視線を投げているのは一体誰。そんな思いを込めた目で睨む和葉に、一臣はにっこりと笑顔を返した。

「お前は特別だ。俺の恋人だから」

（ぐっ……！）

　今まで自分に向けられたことのない、優しい笑顔に心臓が撃ち抜かれる。こんなに甘い顔をするなんて、反則だ。すぐに熱くなる頬を誤魔化すように、和葉はこほんと咳払いをした。

「こっ、恋人だからと仕事で手を抜いた、と他の方達に思われるのは嫌です。社内では今まで通りの関係でいることを提案します」

「提案、ねえ」

　口端だけを上げた彼の笑みは、いつもの笑みだった。ほっとしつつも、胸の奥がちくりと痛む。一臣は和葉の顔をじろじろと見た後、肩をすくめた。

「まあ、いいだろう。追々慣らしていけばいい話だ」

（慣らすって何を!?）

　全く安心できないが、ここで問い詰めるのも得策ではない。和葉は眉を顰めながらも、それ以上は突っ込まなかった。ジト目で一臣を睨みながら、和葉は温かいロールパンを千切って食べる。そんな和葉を見つめる一臣の瞳は、今まで自分が見たことのない優しい色をしていたことに、彼女は気が付かなかった。









「……こちらは、営業部からの報告書になります。ご確認を……きゃあ!?」

　いきなり右手首を捕まえられた和葉は、右手の甲に熱い唇を感じ、思わず悲鳴を上げた。

「これくらいで、可愛い声を出して……誘ってるのか？」

　自席に座り、右手を伸ばして和葉の右手を引き寄せた一臣は、目の前に立つ和葉を上目遣いで見上げた。ぞくりと背筋が寒くなる色気のある視線に、和葉の手から資料がばさばさと机の上に落ちる。細い指先一本ずつにキスを落としていく彼は、黒のスーツに紺のストライプのネクタイを身に付けているが、顔付きは獲物を狙う猛獣だ。左手でネクタイをくいと緩める仕草さえも、艶っぽくて目が離せない。

「さ、誘って、なんか……っ！　仕事中ですよ！」

　何とか右手を引き抜こうとしても、男の力には全く敵わなかった。和葉の全身をくまなく見回した後、一臣は満足そうな笑みを浮かべる。

「そろそろ休憩しようと思っていたところだ。……ああ、ここには誰も来ないぞ」

「！」

　あからさまな欲をちらつかせる彼の瞳に、和葉の頬がかっと熱くなる。確かに一臣のスケジュールは、午後四時以降は空いていて、過密スケジュールの彼にしては珍しいと思っていたところだった。

　和葉が狼狽えている間に、さっと立ち上がった一臣は、和葉の上着に手を掛け、あっという間に剥ぎ取ってしまった。

「！　副社長っ、何を……っ!?」

　ぽいと上着をソファに投げた一臣は、右手を和葉の腰に回し、ぐっと身体を寄せてくる。きっと彼を睨み付けた和葉だが、服越しにでも伝わる彼の体温に、爽やかなコロンの香りに、じわじわと頬が赤らむのを感じていた。

　――直接、滑らかな彼の肌に触れた。長い指が私の肌を撫でて――

　否応なしに蘇ってくる閨の記憶。熱くて苦しくて、そして甘く……。

「やめっ」

「お前は恋人としての自覚が足りない。他人が見て『この二人はデキてる』と思わせる必要があるというのに」

　一臣がゆっくりと顔を近付ける。徐々に近付いてくる綺麗な顔。そして、和葉の心の底まで見通すような鋭い視線。大きく目を見開いた和葉の身体は、固まってしまって動けない。

「和葉」

　息の掛かる距離で彼が囁く。その声に含まれる熱に抗おうとしても、抗えない。引き締まった唇が自分の唇に重ねられた瞬間、和葉は目を閉じた。

「ふっ……んんっ」

（や、だっ……）

　まだ明るい時間帯に会社で、だなんて。そう思う自分と――彼の体温を感じていたいと思う自分がいて。頭ではこんなの間違ってる、と思うのに、身体は一臣に悦んで従おうとしている。

　腰を持ち上げられたかと思った次の瞬間、力の抜けた足が宙に浮いていた。いつの間にか、和葉の腰は一臣の机に載せられている。甘いキスを落としながら、器用にブラウスのボタンを外す彼に、和葉は抵抗する暇さえなかった。

「お前には明るい色が似合うな。白い肌に映える」

「きゃっ！」

　ブラジャーの左肩紐をずらされ、そこに唇が押し当てられた。身体の奥がずくんと収縮する。

「俺のモノだという証を、見えるところに付けたいが……ここで我慢してやる」

「ん、くっ」

　鎖骨の下あたりで、ちゅくりと強めに肌を吸う音がした。

「い、今付けなくても、昨夜あんなに……！」

　バスルームの鏡に映る白い裸体のあちらこちらに咲いた、赤い花。一臣が執拗に付けた、甘い夜の名残。目にした時、恥ずかしくて頬が真っ赤に染まった。それがまだ、肌から消えていないのに。

「お前から俺の匂いがするぐらい、マーキングしておきたい。他の男が寄って来ないように」

「そんなの、必要、な……っ、ひゃあんっ！」

　スカートの裾が捲り上げられ、左太腿の肌を彼の右手で直接触られた。ガーターベルトとストッキングの間の肌を、なぞるように指が動く。

「必要あるだろう。行く先々の部署で男に声を掛けられているのを、俺が知らないとでも思うのか？」

「そ、れは仕事で……っ、あああっ!?」

　ガーターベルトの下に長い指が潜り込み、薄い布の上を擦る。その刺激だけで、腰が砕けそうになった。

「こうやって悶えるお前が堪らない」

「ひゃ、あああっ！」

　薄布の上から敏感な花芽を抓まれ、思わず声を出してしまった和葉は、はっと口を閉ざす。そんな和葉を見下ろし、一臣が妖しく笑った。

「我慢しなくてもいいぞ。誰も来ないようにしていると言っただろう」

「なっ……!?　あうっ!?」

　あっという間に和葉の身体は、一臣の指に反応してしまう。熱い蜜がとろりと下着を濡らす感覚に、和葉の肌が震える。その肌を舐めていた一臣がくんと鼻を鳴らし、不敵に笑った。

「蜜の匂いがする――感じてるんだろ？」

「っ！」

　熱の籠った台詞に、かっと体温が上がる。右膝の裏に一臣の手が回り、右脚が曲げられた。スカートの裾は、すでに太腿付近まで上げられている。開いた太腿の間に立つ一臣は、甘い肌にキスをしながらも、手を止めない。クロッチ部分のへりをなぞっていた指が、つと動きを変えた。

「あ、ああああっ！」

　薄いレースの布の下に潜り込んできた人差し指が、ぷくりと膨れた花芽に触れた途端、身体のナカで快楽が弾けた。伸ばした左脚のつま先までぴんと張り、机からずり落ちそうになった和葉の腰を、一臣の左手が支える。

「すっかり濡れてるな。……ここで俺自身を挿入いれたいのは山々だが」

「あっ、ひんっ」

　蜜に濡れた指が、花芽や襞を滑らかに撫でる。くちゅりと音を立てて、蜜口のナカに長い人指し指が挿入はいった時、きゅっと襞が締まる感覚がして、和葉はまた大きく身を震わせた。

「旨そうに俺の指をしゃぶってる。分かるか？」

「あう……、あっ……」

　ねちゃねちゃと粘り気のある音と共に、濡れた肉襞を指で擦られる。思わず甘い悲鳴を上げた和葉は、ぎゅっと目を瞑った。

（いや……っ……！）

「は、ああっ、ああんっ」

　こんな所で、こんな事をするなんて。恥ずかしくて嫌なのに、身体は一臣の指のなすがままになっている。ひくひくと蠢く襞は、二本目の指も悦んで受け入れた。

「あっあっあっ」

　乱れた息を吐く和葉の唇は、半開きのまま。ぐちゅぐちゅと掻き回す指を伝い、熱い蜜が太腿にも垂れてきた。

「あっ……ぁ、ああああああっ！」

　くいと曲げられた指が、ある部分を押した瞬間、和葉の全身がびくんと跳ねた。露わになった白い喉元に、一臣の唇が当てられる。

「あっ……はぁはぁ……あ」

　きゅうきゅうと彼の指を締め付ける襞は、もっと奥へ誘おうと蠢く。どくんどくんと脈打つ音が、痛いくらいに耳の奥で響いていた。

　一臣の左手が、火照る和葉の頬に当てられる。身体の奥が疼いた状態のまま、和葉は彼の唇を受け入れた。

「んっ、む、んんっ……ひゃ、あ」

　ずるりと指が抜かれる感触に、和葉の肌が震える。唇を離した一臣は、てらてらと光る二本の指をゆっくりしゃぶり始めた。その厭らしい舌の動きに、また熱が身体に籠り始める。

「これくらいにしておこうか」

　軽く唇を合わせた後、一臣は乱れた和葉の衣服を直した。まだ身体から火照りが引かない和葉は、抵抗もできずに彼のなすがままだ。ティッシュで蜜の跡を拭き、ガーターベルトを元の位置に戻し、スカートの皺を伸ばし、ブラウスのボタンを留める彼の指は、あまりにも手慣れていた。

「あ……」

　大きな手で髪を梳かれた和葉は、ふと我に返る。

「……慣れてるんですね……」

　おや、と一臣が片眉を上げた。咄嗟に目を伏せた和葉の左耳に、一臣のキスが落ちる。

「ここでこんなことをしたのは、お前だけだ……妬く必要はない」

「！」

（私っ……！）

　かっと体温が一気に上がる。さっきの言葉に拗ねた響きが混ざっていたことに、初めて気が付いた。

（この人がこんな風に、私じゃない誰かと……）

　そう思っただけで、突き刺されたような痛みが胸に走る。くっと歯を食いしばった和葉の腰が掴まれ、身体がふわりと浮いた後、両脚が床についた。顔を上げると、何を考えているのか読めない彼の瞳が和葉を見下ろしていた。

「名残惜しいが、そろそろ休憩時間も終わる。……コーヒーを二人分淹れてくれ」

「は、は……い」

　心臓はまだ早鐘を打ったまま、頬も熱いままの和葉だったが、一臣の言葉に頷き、よろよろと秘書室へと戻る。入り口近くにある小さなカウンターテーブルでコーヒーを淹れた和葉は、再び彼の元へと足を向けた。コーヒーのかぐわしい香りが部屋中に漂い、濃密な厭らしい香りを消していく。席に座った一臣の前にコーヒーを置いた時、彼はすでに仕事モードへと入っていた。

「ありがとう。コーヒーで一息ついてから、経理に書類を持って行ってくれ」

　チェックが終わった書類を和葉に渡す彼は、憎らしい程冷静で――澄ました顔にコーヒーを掛けてやりたい衝動を抑えながら、和葉も自席に戻った。熱いコーヒーを飲みながら、何とか仕事へと意識を向けようとする。が。

「……こんなの……」

　今すぐ経理部になんて行ける訳がない。まだ心臓はどきどきしていて、こんなに頬も熱いのに。

（バレたらどうするのよ!?）

　化粧ポーチから鏡を取り出し、身だしなみを確認すると、瞳が潤んでいて頬が赤く、唇がやたらと赤く見える以外は、先程までの熱情を感じさせる外見上の乱れはなかった。ぱっと見では、多分分からないだろう。

（ここまでする必要があるの……？）

　いや、ここまでしなくてもいいはずだ。今日は不意を突かれたから、あんなことに。

　蕩けるような快楽に流されてしまった和葉だったが、さっさと仕事に戻った一臣を思い出し、じわじわと怒りも湧いてきた。

「とにかく！　仕事に集中しないと！　まずはお化粧を直して」

　半分飲み終わったコーヒーを置き、和葉は勢いよく立ち上がる。メイクポーチ片手に洗面室へ向かった和葉は、火照った熱い頬に冷たい水をばしゃんと掛けたのだった。

















５．同情なら、必要ありません












　――あっという間に一月が過ぎた。家でもほぼ一臣のいいようにされ、会社でも人目をはばかることない彼の甘い攻撃に晒され。

「はぁ……」

　役員フロアに設置された化粧室の鏡に映る、げっそりとやつれた自分を見た和葉は、深い溜息をついた。くるんと毛先がカールした髪を肩まで下ろし、アイボリー色の丸襟の上着に、ミントグリーンのタートルネックのニットを着た自分は、以前よりも華やかな感じに見える。

「少しは役目を果たせているのかしら」

　一臣が社内でも和葉を構うようになってからというもの、何故か男性社員から声を掛けられる機会が増えた。鋭い一臣の眼光に遠慮しているのか、あからさまに口説いてくる社員はいないが、ランチや飲み会のお誘いがひっきりなしの状態だ。廊下を歩いていて、ちょっとした立ち話をすることも増えた。

　……もっとも一臣の『全部断れ』の一言で終わってしまうのだが。

『俺の恋人だということを、もっと社内でもアピールする必要があるらしいな』

『止めて下さいっ！』

　副社長室密室の中で、腰に大きな手が回され、後ろから抱き締められる。背筋が痺れるような甘い声を、熱い吐息と共に耳に注がれる。首筋に掛かる髪を上げられ、熱い舌に白い肌を――

（ああああっ！）

　一臣の顔を思い出しただけで、社内の秘め事が一気に和葉を襲った。鏡の中の自分の頬はピンク色に染まり、心なしか瞳も潤んでいるようだ。

（今日は一日外出だから、あんなことはされない、はず……）

　今や和葉と一臣の関係を知らない者は、社内にはいない。だから、あんなにも密着する必要もないはず。そう主張しても『まだまだ足りない』と瞳をぎらつかせ、舌なめずりをする一臣は、猛獣そのものだ。下手に強固に反対すると、翌朝起きられなくなるぐらい、酷い目に遭うのだ。

（大体、こ、この、恥ずかしい痕っ……！）

　タートルネックを右手の人差し指と中指で引っ張ると、隠れていた肌に咲く赤い花が露わになった。最近タートルネックしか着られないのは、毎晩毎晩執拗に首筋を吸われているから。隠そうとする和葉に勘付いたのか、一臣は首の後ろや耳の下、更には手首近くにまで痕を付けるようになった。

　――あまり猛獣を刺激してはいけない。この一ヶ月で和葉が学んだことだ。

（そういえば、もっと女性社員からやっかみを受けるかと思っていたのに、拍子抜けだったわ）

　女性社員から苦情が出たら、それを理由に社内では控えるよう言うつもりだったのに。周囲の反応は和葉の予想を覆し、大方祝福ムードだったのだ。

『やっとまとまったかと思うと、感慨ひとしおだよ。一臣を頼みます』

　そう言ってにっこり笑ったのは、黒瀬一翔かずと――一臣の父で、黒瀬コーポレーションの社長だ。社長が真っ先に和葉と一臣の交際を認めたことで、反対の声も上げづらかったのかもしれない。だけど。

　ふっと和葉の瞳に翳りが映る。

（このまま続けたら、どうなるの？）

『俺とお前が結婚するまで』と一臣は言うが、智花とのお見合いだってどうなったのか、全く聞いていない。ううう、と和葉は目を伏せてしまった。

（私も一臣さんに流されてしまっているから）

　彼の手が触れただけで、唇を重ねただけで、身体から力が抜けてしまう。何も考えられなくなる。ふわふわと熱に浮かされて、気が付いたらいつもベッドの上で――

（ベッドじゃない時もあった……って、何思い出してるの、私!?）

　リビングのソファで、風呂場で、我が物顔で身体をまさぐる手の感触を思い出した和葉は、ぱちんと両手で頬を叩いた。両手を蛇口の下に突っ込み、冷たい流水で手を洗って、少しでも熱く火照った身体を鎮めようとする。

（お父様も私達の関係を信じ切ってるし、どうするのか確かめないと）

　隆夫も一臣と和葉が上手くいっていると思い込んでいる。『そろそろ佐代とも話をしないとな』と父の口からぽろりと漏れたのは、つい三日前に電話した時のことだ。もしここで、和葉が一臣と別れる……などと言い出したら、父は遠慮してしまうに違いない。

（タイミングを見計らって……お父様と佐代さんが上手くいってから……）

　そんなことを考えながら廊下に出た和葉は、上着のポケットから聞こえる振動音に気が付いた。スマホを手に取ると、受付の電話番号が表示されている。

「はい副社長室、姫宮です」

「お疲れ様です、受付です。有森様とおっしゃる女性の方が姫宮さんにお会いしたいとのことですが」

（有森!?）

　さっと和葉の顔から血の気が引く。ざわざわと嫌な予感がする。スマホに表示されていた時刻は午後三時過ぎ。おそらく一臣は移動中で、すぐには連絡が付かないだろう。和葉が対応するしかない。

「……分かりました。空いている応接室にお通しして頂けますか。すぐに伺います」

　では第三応接室に、と聞いた後、和葉は受付からの電話を切った。

（一体、どちらの）

　智花なのか、それとも――和音なのか。和葉はくっと唇を引き締める。

（何をしに来たの？）

　和葉はかつかつとヒールの音を響かせ、足早に廊下を歩いて行った。






「――失礼いたします」

　四人掛けのソファセットが設置されている第三応接室に入った和葉は、小さく息を呑み込む。茶色の革張りソファにゆったりと座り、右手にティーカップを持っていたのは、豊かな黒髪をカールさせ、猫のような瞳を和葉に向ける母、和音だった。

　今日の和音は、黒のジャケットに深紅のＶネックブラウス、黒のパンツという、比較的カジュアルな格好をしていた。が、三連のプラチナネックレスに、大きさの違う輪を重ねたプラチナのピアスが、クールな華やかさを演出している。細い左中指に嵌められたスクエアカットのダイヤの指輪も、庶民には手の届かない品だと一目で分かる。膝の上に置かれたパールが散りばめられたセカンドバッグも、そのままパーティーに持って行けそうだ。

　和葉は和音の正面に腰を下ろし、真っ直ぐに母を見据えた。

「何の御用でしょうか？」

　何の感情もない声に、和音は片眉を上げ、ティーカップをソーサーに戻す。

「あら、他人行儀ねえ。わざわざ母親が訪ねてきたというのに」

　ころころ笑う和音に、和葉の体温がすっと下がっていく。

（母親らしいことなんて、何もしてこなかったくせに）

　和音は、まだ幼い和葉にお姫様のような恰好をさせ、パーティーに連れ回していたことがある。『可愛らしい娘さんね』『いいお母様なのね』と自分が称賛を浴びるためにだ。だが、和葉が次第に成長し、自分とは似ても似つかない地味な娘だと分かった頃から、一緒に出掛けることはぱたりとなくなった。気まぐれに優しくしたかと思うと、『私に似た娘が欲しかった』と平気で口にする和音に、和葉は振り回されてばかりだったのだ。

「仕事中ですので、早々にお話して頂けますか」

　つんと澄ました和葉を見て、和音はゆるりと真っ赤な唇を綻ばせた。

「……一臣さんと一緒に暮らしていると聞いたけれど……本当なの？」

　微笑みを浮かべてはいるが、目は冷たいままだ。和葉もにっこりと秘書スマイルを浮かべて見せた。

「ええ。その方がよいと一臣さんが」

　ぴくっと和音の口端が動いた気がする。

「そう。……身の丈に合わない関係は、すぐに破綻するわよ？　傷が浅いうちに、関係を清算した方があなたのためなんじゃないかしら」

（やっぱり一臣さんのことだったのね）

　義娘と一臣の縁談を進めるためには、和葉が邪魔になる。だから、わざわざ和音がここに訪ねて来たのだろう。

（もしかして、一臣さんが不在だって知ってたんじゃ）

　和葉が一人でいる時間帯を見計らって来る。それぐらいのことは、平気でする女性ひとだ。

「まあねえ、あなただって姫宮家の一人娘。血筋はいいけれど……所詮没落した家の娘だもの。黒瀬家の嫁としては相応しくないわ」

「そのようなことは、重々承知しております」

　上辺だけの心配そうな顔をした和音に、和葉はさらりと言い返した。

「それでもよいと言ってくれますから、彼は」

　一臣の存在を匂わした途端、和音の雰囲気が変わった。すっと目を細め、唇を引き締めて和葉を睨み付けている。

「一臣さんの一時の気の迷いを本気にするなんて、和葉は経験がなさすぎなんじゃないかしら？　智花は有森家所有のファッションブランドのオーナーを務めていて、仕事面でも申し分のないパートナーになれるはずだし、何より薔薇のように華やかな子でしょう？」

　そこで言葉を切った和音は、じろじろと和葉の全身を見回した。和葉は背筋を伸ばし、和音の視線を受け止める。こちらを侮る気持ちを隠そうともしない和音を見ているうちに、冷気が足元から心臓へと上ってきた。

「ほら、これ」

　和音がセカンドバッグから白いスマホを取り出し、和葉に画面を向ける。そこに写っていたのは、どこかのレストランで向かい合い、食事をしている男女の姿。

（一臣さん!?　それに智花さんも!?）

　ダークグレーのスーツを着た一臣と、ブルーのタイトスカートスーツを着た智花は、絵に描いたような美男美女のカップルだった。艶やかに笑う智花の表情に、胸の奥がぐっと詰まる。

（今日の日付――ちょうどお昼時だわ）

　一臣は朝から得意先に出向いている。午後からは、遠方の別顧客を訪問する予定だったはず。その合間に、智花と会っていた、ということだろうか。

　僅かに顔を強張らせた和葉を見る和音は、いかにも満足げな笑みを浮かべている。細い指先が、さっとスマホをセカンドバッグに仕舞う。

「才覚も美貌も智花に敵わないんだから、さっさと一臣さんの家から出て行ったらどう？　住むところに困るなら、母親の私が紹介してあげてもいいわ」

（本当に……この人は、私のことなんて、どうでもいいのね……）

　自分に似ない実の娘よりも、美人で才能のある智花の方が、可愛いのだろう。分かっていたはずなのに、和葉の胸の奥に鈍い痛みが走る。

「それに……隆夫さんだって、一臣さんとのこと、複雑なんじゃないかしら」

（お父様？）

「お父様は私と一臣さんのことを祝福してくれました」

　和音はソファの背もたれに身を預け、ふうと溜息をついた。

「それはそうでしょう。黒瀬コーポレーションの跡取り息子に、没落した家の元当主が偉そうなこと言える訳ないじゃない」

　胸がむかむかする。父のことを言われるのは、我慢できない。馬鹿にしたような笑みの和音に、思わず手が出そうになる。

（挑発に乗っちゃだめ！　この人はこういう人なんだから）

　目を伏せ、ぐっと唇を噛み締めた和葉に、和音はさも優し気に話し掛けてきた。

「一臣さんにすれば、罪滅ぼしの気持ちもあるのでしょうけれど……だからといって、和葉と結婚までしなくてもいいのに」

「えっ？」

　罪滅ぼし？　意外な言葉に、思わず顔を上げた和葉は、ゆっくり瞬きする和音を見た。真っ赤なルージュを引いた唇から、悪意を含んだ言葉が紡がれる。

「どうやら知らないようね。そもそも姫宮家が没落した原因は、隆夫さんが自社ブランドの拡大を図って、ジャカード織の新工場を作ろうとしたことにあるのよ。国産に拘った、品質のいい布を作って、高級ブランドとして売り出すつもりだったの」

「……」

　当時中学生だった和葉は、姫宮カンパニーが倒産した詳しいいきさつは知らない。目の前の騒動に巻き込まれて、家も友人もなくして、倒産後の生活を守るのに必死で、それどころではなかったのだ。

（今更、そんな話をして、どういうつもりなの）

　睨み付ける和葉を無視して、和音は話を続けた。

「でも、結局は資金繰りが上手くいかなくなったわ。高価な機械を入れた新工場が稼働し始めた、ちょうど同じタイミングで、より安くて質の良い海外製品が出回るようになったから。よく似ていたのよ――隆夫さんが企画して販売しようとしていた生地と」

（え……）

　父が資金を投入して作らせた生地と似た製品が、海外から輸入されたってこと……？

　固まってしまった和葉に、和音は「まぁ、本当に知らないのね」と艶やかに笑った。

「薄い生地でも張りがあって、角度によって刺繍のような模様が立体的に浮かび上がる――隆夫さんの企画を盗んだのじゃないか、っていうくらい同じコンセプトの生地だったらしいわ。それなら、値段の安い方がより売れる。多量の在庫と工場建設の借金を抱えることになった姫宮カンパニーは、一気に資金繰りが悪化して……それから倒産まで、あっという間だったわね」

（お父様の考えた生地と同じ……!?）

　手の平に嫌な汗が出ている。まさか……

　強張った和葉の顔を見る和音の目が、一瞬光った。

「その海外製品を輸入して販売していたのが、黒瀬コーポレーション……そしてその生地のバイヤーだったのが、まだ若かった一臣さんなのよ。彼、その功績で出世したそうじゃない？」

「！」

　和葉は思わず息を呑む。一臣が新入社員の頃から海外で活躍し、数年で副社長にまで出世し日本に凱旋帰国したことは、社員なら誰でも知っている話だ。和音の言っていることが本当なら、一臣は――

（……お父様の会社が倒産するきっかけを作った、ってこと……？）

　倒産当時の出来事が頭の中を駆け巡る。寝る間も惜しんで、あちこちに頭を下げている父。今まで友達だと思っていた同級生達が、自分を遠巻きにし、ひそひそ囁く。家の使用人達も一人また一人と辞めていった。やつれた父の顔を見て泣くことすらできず、ただ必死に毎日を生きていた、あの頃。あれが全て、彼のせい……？

　冷たい手で心臓を掴まれた気がした。

（まさか……）

　罪滅ぼし。さっき和音はそう言った。

（一臣さんが私と姫宮カンパニーの関係を知らなかった――なんて、ある訳ない。名前や履歴書を見ればすぐに分かるはず。まさか、私をアシスタントに抜擢したのも）

　どくんどくんと心臓の鼓動が速くなる。ずっとおかしいと思っていた。どうして、ぽっと出の新人をわざわざアシスタントにしたのか。どうして恋人になるよう言ったのか。没落令嬢な上、智花や和音のような美女でもない。華麗な女性遍歴を持つ彼なら、もっと一臣に相応しい――そう、智花や和音を黙らせることができる女性も選べたはず。なのに、一臣は和葉に声を掛けた。それは……

（……同情してる、の……？）

　自分の仕事がきっかけで、姫宮カンパニーが倒産したから？　没落した私達を可哀想に思ったから？

　笑みを浮かべながら、父と会話していた一臣の姿が目に浮かぶ。あの時も――

（私達、に……同情して……？　全部罪悪感から来たものだったの……？）

　冷気に身体全体を包まれ、強張った指先が震えそうになる。それを隠そうと、ぎゅっと両手を膝の上で握り締めた。そんな和葉の様子を、じっくり見ていた和音は、くすりと小さく嗤う。

「あなたの性格じゃ、彼の同情に縋るのは辛いでしょう。だから、さっさと元の生活に戻った方があなたのためでもあるのよ？　――一臣さんだって、つまらない罪悪感から結婚した妻なんて、すぐに飽きるでしょうしね」

　和音の台詞が心に突き刺さる。和葉は唇を噛んだ後、くっと顎を上げ真っ直ぐに和音を見据えた。

「……あなたは本当に、私のことが気に喰わないんですね」

　あら、と和音が目を見張る。今まで和葉は和音の言うことに黙り込むばかりで、言い返したことがほとんどなかったからだろう。和音は和葉の顔を見返し、さらりと言った。

「まあね。自分が産んだ娘だとは思えないくらい、私に似ていないし。よりによって、あの人の母親――私のことを最期まで受け入れなかった義母ははに似てるのだもの。仕方ないじゃない」

「……」

（ああ、そうか……そうだったのね……）

　父方の祖母は、和葉が小学生になる前に亡くなっている。昔気質の祖母と和音は折り合いが悪かったと聞いていたけれど、本当だったようだ。

「まあ、私の邪魔さえしなければ、あなたに何かしようだなんて、思わないわ。興味ないもの」

　そう言い切る和音の顔には、罪悪感の欠片も存在していない。

「そう、ですか」

　和葉の声は冷え冷えとしていた。残りの紅茶を悠々と飲み干した和音は、優雅な仕草で立ち上がり、座ったままの和葉を見つめた。

「じゃあ、これで。ちゃんと警告したわよ？　一臣さんには、智花と会うように申し入れているところなの。さっさと出て行って頂戴ね？」

　それだけ言い残した和音は、さっと応接室から出て行った。華やかな薔薇の残り香が鼻について、気持ち悪い。和葉は口元を歪めた。

「……分かってたわ。あの母ひとが私のことなんて、何とも思ってない、なんてことは」

　自分だって、もう中学生じゃない。母親に見捨てられたと傷付いたお嬢様じゃない。――だけど。一臣はそんな和葉に同情して、結婚話を持ち掛けたのかも……。

「……っ……」

　つきんと何かが胸に突き上げてきた。じわり視界が滲むのを感じた和葉は、右手で勢いよく目を擦る。喉元が熱くなり、また涙が滲みだした。

（どうして泣いてるの、私……）

　悲しいのか、虚しいのか、腹が立つのか、分からない。心の中がぐちゃぐちゃだ。

　ソファの背もたれに身を預けて、目を閉じる。和音の言葉と、一臣の顔がぐるぐる頭の中を回っている。






　――あなたは自分のせいで、姫宮家が没落したって思っていたの？

　――だから私を、憐れんで自分のアシスタントに採用したの？

　――私をあんな風に抱いたのも、同情心からだったの？

　――智花さんと会っていたのはどうして？

　次から次へと、暗い色を帯びた考えが浮かんでくる。

　――つまらない罪悪感から結婚した妻なんて、すぐに飽きるでしょうしね。

　そう言った、和音の歪んだ笑みまでも。






（……本当のことなのか、確認しないと）

　和葉は目を開け、立ち上がり、ぐしぐしと涙をハンカチで拭った。化粧も落ちて、酷い有様に違いない。

（こんな姿、お父様には見せられない）

　それだけは、実家を出るきっかけを作ってくれた一臣に感謝だ。和葉は、ティーカップとソーサーをトレイの上に重ね、受付に来客が帰ったと電話した後、応接室を出た。洗面所に向かう彼女の顔には、何の表情も浮かんでいなかった。






　風呂から上がり、パジャマ姿でリビングのソファに座った和葉は、ローテーブルに置いたスマホの着信メッセージに気が付いた。

『――商談が遅くなった。今日はこちらに宿泊して、明日会社に直接出る』

　智花のことは、一言も書いていない。思わず重い溜息が口から漏れる。

『分かりました。お気を付けて』

　それだけを返信した和葉は、スマホの電源を落としソファの上に寝転がった。テレビの電源を入れ、バラエティドラマをぼんやりと眺める。行儀が悪いと咎める者は誰もいない。

（明日聞かないと……）

　――お母様の言っていたことは本当なの？

　――私のこと、綺麗だって言ってくれたわよね？

　――没落した私とあなたとでは、釣り合わない

　――あんなに甘く囁いてくれたのに

　心の中の声が止まない。

（信じたい……のに）

　かつて自分が電話した、一臣のデート相手の顔まで浮かんでくる。煌びやかで、どこかの令嬢で、女性としての自信に満ちた美女ばかり。彼女達なら、智花のように一臣の隣に立ってもお似合いだろう。

　テレビから流れる笑い声もどこか遠くに聞こえ、胸の中がますます虚しくなった。

「綺麗だ、か……」

　彼に愛された時、何度も言われた台詞。嬉しくて堪らなくて、涙が零れた。でも……

「好きだ、とは……言われてないのよね……」

　心に冷たい風が吹き込む。そう、一臣からは『彼の気持ち』を聞いていないのだ。

　大切にしてくれているのは分かる。和葉の肌に触れる彼の唇も手も、いつだって、とても優しいから。

　――それでも

（言葉が欲しいって思うのは、欲張りなのかしら……）

　和音の言葉を打ち消すような言葉が欲しい。そう思ってしまう。

「一臣さん……」

　部屋の中は暖かいのに、彼がいないだけで肌寒く感じる。両手で抱き締めて欲しい。逞しい胸の鼓動を感じたい。溶け合うぐらいに触れ合って――一つになりたい。

（私……いつの間にか）

　いつの間にか、彼のことばかり考えてる。熱の籠る漆黒の瞳も、悪戯っぽく笑う口元も、肌を優しく撫でる大きな手も、目の前にいるかのように思い出せる。

　意地悪な男だと思っていたはずなのに――本当にいつの間にか。一臣の視線一つで心臓が止まりそうになる自分がいる。

（これって、身体から堕とされた……ってことなの？）

　この身体は、彼を思い出すだけで、とろとろに蕩けてしまう。一臣がいない生活なんて、もうどうだったのか、分からないぐらいに、彼に堕ちている。和葉はソファの上で寝返りを打った。

（だけどもし、本当に同情からだったら）

　和音が言っていたように、一臣と一緒にいることはできない。同情だなんて、きっと長続きしない。いつ捨てられるのかと、怯えながら暮らすなんて、辛くて堪らなくなって……。

（胸が、痛い……）

　右手の拳を胸に当てる。背中を丸めて両足も曲げた和葉は、胸の痛みを抑えるように目を閉じた。

　テレビから発せられる明るい笑い声も、和葉の耳には届いておらず……そのまま彼女の意識は薄い闇に覆われていったのだった。
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　メイクで目の下の隈を誤魔化すのに苦労したせいで、和葉が席に着いたのは九時十分前だった。やや赤い目を副社長室に向けたが、一臣の気配は全くない。

（朝一番で社長に報告の予定だから、社長室にいるはず）

　社長室に持っていく予定の資料を手に持ち、和葉は秘書室を出た。彼女は一臣が選んでくれた、薄いブルーのジャケットとフレアスカートに、白いブラウスを合わせている。柔らかなフレアスカートの裾は歩く度にゆらゆらと揺れ、綺麗な足のラインがちらと見える。和葉は知らないうちに、すれ違う男性社員の視線を集めていた。

　ワンフロア上に上がった和葉は、社長室に隣接された秘書室のドアをノックした。

「――失礼いたします」

　副社長の秘書室と同じ構造の部屋には、誰もいない。入り口右手に秘書の席と、社長室に通じるドアがある。秘書席後ろの壁に設置されたホワイトボードを見ると、どうやら社長秘書は午前中外出しているようだ。

「……、……」

（え？）

　ドアがかちゃりと音を立ててこちら側に少し開き、そこから社長の声が聞こえてきた。

「待ちなさい、一臣。それで、姫宮さんにはいつ話すつもりなんだ？　いつまでも黙っている訳にはいかないだろう」

「別に彼女が知る必要などないでしょう。知れば余計なことを考えるに違いない」

「!?」

　和葉はその場に立ち竦んだ。開いたドアの向こうで、一臣が立ち止まり社長と話をしているらしい。ちょうどドアの陰に隠れている一臣の顔は見えないが、声には苛立ちが含まれているようだ。

「大体、没落した家の娘だから俺に相応しくない、などと考える性格なんですよ。俺が姫宮家に同情していたなどと知ったら、辞職しかねない」

「!!」

　ぐわんぐわんと頭の中で重い鐘が鳴る。胸の奥に手を突っ込まれて、そのまま内臓を抉られたような痛みが和葉を襲った。

（やっぱり……同情、してた……のね……）

　母の言うことが正しかった。一臣は最初から和葉のことを知っていて、同情から――

　足元ががくがくと震え出す。ふらついて、思わず秘書の机にもたれかかった。

「とにかく待ちなさい。まだ話は残っている」

　社長の声に舌打ちする音まで聞こえた。

「分かりました。手早く願いますよ」

　開きかけていたドアが閉まる。はっと我に返った和葉は、書類を机の上に置いて身を翻した。

（だめ……！　今一臣さんに会えない……！）

　真っ青な顔をして廊下を走る和葉を訝し気に見る社員もいたが、そんなことには構っていられない。すぐ自席に戻った和葉はショルダーバッグを掴み、そのまま秘書室を飛び出したのだった。
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　……咄嗟に会社を出た和葉は、気分が優れないので早退する、とだけスマホから一臣にメッセージを送った後、由香里に連絡した。由香里は快くここに来ればいい、と言ってくれ、和葉はその言葉に甘えて彼女のマンションに駆け込んだ。

　由香里は和葉の顔を見るなり、彼女をソファに座らせ、温かい紅茶を淹れてこう言った。

　――いいから泣きなさいよ。愚痴ぐらい、いくらでも聞くから。

　その一言に、和葉の顔がくしゃりと歪んだ。ぽたり、と涙が膝に置いた手の平に落ちる。

『うっ……ぁ、ああああ』

　もう、頭の中はぐちゃぐちゃだった。父の顔、母の言葉、そして一臣の言葉がフラッシュバックする。

（同情だったなんて。同情で優しくしてくれただけなのに。なのに私は）

　……同情と優しさを愛情だと勘違いして。

　ただただ胸が痛くて、涙が止まらない。両手で顔を覆った和葉の背中を、由香里が優しく撫でる。

『和葉は我慢しすぎ。好きなだけ泣けばいいから』

『……ひっ、く……あああ』

　由香里の温かさに和葉は身体を震わせ、ぽろぽろと涙を零し続けたのだった。






　……いつの間にかうとうとしていたらしい。和葉が重い瞼を開けると、身体にはチェックのひざ掛けが掛けられていた。ソファに座り直して窓の方を見ると、夕日が部屋に差し込んでいることに気が付く。

「……和葉。何か食べなさいよ。朝から何も食べてないんでしょ？」

　ぼうっとしていた和葉は、声がした右側に顔を上げた。サンドウィッチやオードブルが載せられたトレイを持った由香里がそこに立っている。由香里は、黒のパンツスーツという出勤スタイルのままだった。

「由香里……」

「ほら、これも。酷い顔よ」

　トレイを置いた由香里が、ホットタオルを和葉に差し出した。ほかほかと温かいタオルで顔を拭いた和葉は、ふうと溜息をつく。

「ありがとう、由香里」

「どういたしまして。少しは落ち着いた？」

　こくんと首を縦に振った和葉は、言われるがままサンドウィッチに手を伸ばす。レタスとハムのサンドウィッチを一口食べると、急にお腹が空く感覚がした。

　もぐもぐと黙って食べる和葉の真向かいに腰を下ろした由香里は、上着のポケットからスマホを取り出し確認した後、手早く画面を操作してまたポケットに仕舞う。彼女はそれから、チーズとトマトの載ったカナッペを食べ、和葉に話し掛けてきた。

「で？　何があったの？」

「……うん……」

　和葉はゆっくりと視線を由香里に合わせる。目の前の由香里は、和葉をじっと見つめていた。和葉はゆっくりと口を開く。

「実は……」

　母が訪ねてきたこと、一臣と智花が自分に内緒で会っていたこと、姫宮家の没落の原因が一臣にあったこと、そして一臣の口から『同情していた』と聞いたこと、をぽつりぽつりと由香里に話した。由香里は眼まなこを次第に吊り上がらせ、「あんの、ヘタレが……」と不穏な台詞を漏らしていた。

「それで和葉は彼のこと、どう思ってるの？　和葉がこのまま逃げたいって言うなら、私は全面的に応援するけれど」

　由香里の眼差しが、和葉を真っ直ぐに射抜く。和葉はぐっと両こぶしを握り締めた。

「没落した直後だったら、一臣さんのこと恨んだかもしれないけれど……今にして思えば、ビジネス上のことだもの。仕方がなかったのよね」

　和葉はもう、中学生ではない。姫宮家が没落したのも、父と母に原因があったと今では分かっている。少なくともワーカホリックの一臣は、仕事に真摯に向き合っていた。その結果がああだったのなら、それは必然だったのだろう、と思う。

「私は……一臣さんのこと、」

　デートを邪魔する鬼上司だったのに、いつの間にか恋人になって、流されて――

（ううん、違う）

『綺麗だ……お前の母親よりも』

　そう言われた時、心の中でしゃがみ込み泣いていた自分を抱き締められた気がした。強引で人のこと振り回してばかりで、だけどいつだって触れてくる手は優しくて。身体からの関係だと思っていたけれど、いつの間にか。

（いつの間にか……好きになっていた……）

　――でも。

「でも……もし一臣さんが、同情から私に優しくしてくれたのなら」

　喉元が熱くなり、声が僅かに掠れる。和葉は目を伏せ、瞬きをした。

「……そんな関係はおかしいと思うの。一緒になんて、いられないわ」

「まあ、和葉ならそう言うと思った」

　ふうと溜息をつきながら、由香里が右手で前髪を掻き上げる。

「で？　どうするの？　逃げる？　就職先ならうちで斡旋できるわよ」

「……」

（逃げる？　あの人から？）

　今頃何をしているのだろう。いきなりメッセージ一つで休んだ自分のことを、どう思っているのだろう。一臣の真っ直ぐな眼差しを思い出し、ずくずくと痛む胸に右手を当てた。

（何も考えられなくて、会社を飛び出してしまったけれど）

　少なくとも、一臣は自分だけを見てくれた。母からも庇ってくれた。あの母よりも綺麗だと言ってくれた。恋人としての一臣は、和葉に誠実だった。

（逃げて……いいわけないわよね……）

　少なくとも、自分も誠意を返さなくては。一緒にいられなくなった、と告げなければいけない。

　和葉はゆっくりと首を横に振る。

「ごめんね、由香里。私やっぱり」

　そう和葉が口にした瞬間、チャイムの連打音が玄関の方から聞こえてきた。ドアを叩く音までする。和葉がびくっと身体を震わせると、由香里がやれやれと肩を竦める。

「はあ……まあ、よく待てた方よね」

　由香里が立ち上がり、玄関の方へ歩いていく。ソファに座ったまま、後ろを振り返った和葉は、大きく目を見開いた。派手な音と共に入り口のドアを開け、大股歩きで近付いてくる一臣の顔を見た和葉の背筋に寒気が走る。

「なっ……！」

　思わず立ち上がった和葉は、ソファ越しに自分を見下ろす一臣と対峙した。

（この顔っ……！）

　無に近い表情だが、ぎらぎら光る眼と歪んだ唇が、彼がかなり怒っていることを告げている。黒のスーツを着た彼は、どう見ても悪魔だ。

「よもや逃げ出すとはな。俺が今まで遠慮していたのが悪かったのか」

「遠慮!?」

　あれで!?　マンションどころか会社ででもあんなこと、されたのに!?

　和葉が思わず聞き返すと、彼の笑顔に凄味が増した。

「きゃっ!?」

　いきなりソファの背もたれ越しに手を伸ばされたかと思った次の瞬間、和葉の身体がふわりと浮いた。あっという間に、一臣の左肩に和葉の身体が載せられている。

（かっ、担がれてる!?）

「なっ、何するんですかっ!?」

　両脚を押さえられて、身体の自由が利かない。ぽかぽかと広い背中を叩いてみたが、全く効いている感じがしない。

「えー俵担ぎ？　そこはお姫様抱っこじゃないの？　無粋な男ねえ」

「うるさい」

「由香里!?」

　玄関に通じるドアから入ってきた由香里に、和葉は縋る視線を投げたが、彼女は肩をすくめるだけだった。

「まあ、一度話をしてみなさいよ。和葉もその気だったでしょ？」

「そ、それは、そうだけど」

（こんな怒りに満ちた悪魔に担がれるなんて、想定外なのだけれど！）

　由香里の瞳がきらりと光った。

「和葉があなたと話し合う気になったから許したけど、二度目はないわよ？　今度和葉を傷付けたら、古城社員の独身男性ナンバーワンを紹介するから」

「そんなものは必要ない」

　和葉の視線がぐるんと回り、由香里の姿が見えなくなる。一臣が由香里に向き直ったのだ。

「和葉を慰めてくれたことは感謝するが、男共を斡旋するのは止めろ」

「社内の男性社員を威嚇して和葉に手を出せないようにした人に、そんなこと言われる筋合いないわねえ」

「え!?」

　一臣と由香里の会話についていけない。混乱している和葉を担いだまま、一臣がまた方向を変えた。やれやれと呆れた表情を浮かべた由香里が、ひょいと和葉のショルダーバッグを右手で掴むのが目に入る。

「ほら、和葉のバッグも持ちなさいよ。……じゃあ、和葉。また連絡ちょうだい。このヘタレがまたやらかしたら、今度こそ逃亡させてあげるから」

「由香里!?」

「余計なお世話だ」

　一旦立ち止まり、由香里から受け取ったショルダーバッグを右肩に掛けた一臣は、再び歩き出した。「え？　え？」と焦る和葉をしり目に、ひらひらと右手を振る由香里の姿が小さくなっていったのだった。

















６．惚れてるからに決まっているだろう！












「ひゃあっ!?」

　ぼすんと音を立ててクッションの効いた助手席に投げ下ろされた（？）和葉は、一臣の手によってシートベルトを着用させられた。和葉が動けないうちに、右側の運転席に乗り込んだ一臣は、さっさとギアを入れ、銀色のセダンを発車させた。

　由香里の部屋を出てから、エレベーターで直接地下駐車場まで降りるまで、和葉は担がれたまま。由香里の部屋は最上階で、フロアで一部屋しかないため、他人の目に晒されなかったことだけが、不幸中の幸い……だった。

（ど、どうしたら）

　話をしようと思っていた和葉だったが、あからさまに不機嫌な一臣の横顔を見ると、何を言えばいいのか、全く浮かんでこない。一臣は唇を引き締め、無言のまま運転している。和葉は唇を開けて……何も言えずまた閉じる、を何度か繰り返した。

　すっかり日が暮れた街の灯りが、窓の外を流れていく。大きな橋を渡り、港付近に向かっていると和葉が認識した時には、大きな満月が空に浮かんでいた。

　静かに車の振動が止まる。一臣が車を停めたのは、港に面した遊歩道近くの駐車場だった。他には車は一台も停まっていない。遠くで汽笛が鳴る音が聞こえるくらい、辺りは静まり返っていた。自分のシートベルトを外した一臣が、ゆっくりと和葉の方を向き、彼女のシートベルトも外す。和葉と向き合った一臣の唇が、動いた。

「――で？　なぜ逃げた」

　遊歩道沿いの灯りで逆光になっている一臣の顔は、表情が読めない。和葉は喉の奥に石が詰まったような感覚がした。

「……申し訳、ありませんでした……」

　仕事を放り出して逃げてしまい、迷惑を掛けたことは事実だ。深々と頭を下げる和葉の耳に、更に不機嫌さを増した一臣の声が聞こえる。

「そんなことを聞きたいんじゃない。どうして逃げたのかと言ったんだ」

「それ、は」

　和葉の声が掠れた。目を伏せ、膝に置いた両手を握り締める。

「もう……これ以上、あなたの傍にいられないと思ったか……っ、」

　和葉の息が詰まる。一臣が和葉を抱き寄せたはずみで、彼の胸板に顔を埋める格好になっていた。

「何故そう思った？　俺が出張に行く前は順調な関係だったはずだろう」

「順調……ですか」

　彼の体温の熱さと反比例するように、胸の奥が冷えていく。氷のように冷たい声が和葉の口から漏れた。

「……同情から優しくされて、順調だなんて言えません」

「同情……？」

　彼の声に戸惑う響きを感じた和葉は、かっとして一臣の胸板を押し戻した。一臣を睨み付けながら、震える声で言葉を継ぐ。

「私を恋人にしたのは同情からなんでしょう？　社長にそう言っていたのをこの耳で聞きました。私は……っ」

　喉元に込み上げる熱を何とか抑えて、和葉は話を続けた。

「同情なんかで付き合ってもらいたくありません。あなたにはあの人がお似合いです。綺麗で華やかで、大金持ちのお嬢様で……っ……！」

　和葉の言葉が、一臣の唇の中に消えた。

「む、んんっ……！」

　首を振って逃げようとしても、後頭部を押さえられて逃げられない。和葉をこのまま喰い尽くそうと言わんばかりの唇の動きに、息ができず苦しくなった。思わず開けた唇の隙間を強引に割られ、肉厚な舌が和葉のナカに侵入してくる。舌を絡め捕られ、吸われた和葉は、ぎゅっと目を閉じた。

「っ、んんんっ、ん」

　息が苦しい。一臣の匂いが、味が、口の中に広がっていく。喉の奥まで彼が染み込んできて、身体が痺れて動かない。

「んはっ、はぁっはあっ……」

　数分後唇を離された和葉は、肩で息をしていた。一臣の突き刺さるような視線を感じながら、互いの唾液で濡れた唇を右手の甲で拭う。目頭が熱くなり、一臣の顔が僅かに滲んで見えた。

「やはり聞いていたんだな、俺達の話を。書類が机の上に置いてあったから、そうではないかと思っていた」

　淡々と話す一臣を再び睨み付けた和葉は、また腕を思い切り突っ張る。が、一臣はびくともしなかった。

「っ、さっさと私を解放して下さいっ！」

「嫌だ」

　一臣の腕に力が入り、また彼の胸に抱かれる体勢になる。逃れようと抵抗する和葉を抱き締めた一臣は、低い声で話し始めた。

「……確かに、俺は和葉に同情はしていた」

　びくっと肩を震わせた和葉は、身体を強張らせた。一臣の言葉が冷たい刃となって、彼女の心を切り裂いていく。

「だがそれは、入社する前の書類を見た時だけだ。姫宮という姓に聞き覚えがあったからな。俺が企画したプロジェクトの裏で倒産した会社の名前だと」

「……」

「姫宮カンパニーが倒産した件については、謝る気はない。それは姫宮元社長にも失礼にあたる。真っ当に仕事をした結果だからな」

「……分かっています……」

　父だって、一臣に謝って欲しいなどとは思わないだろう。彼が卑怯な真似をした訳ではないのだから。

「ただ、倒産後苦労したのだろう、とは想像がついた。和葉は成績も優秀だったから、書類選考も問題なく通った。能力があるなら、姫宮カンパニーの代りに黒瀬で働いて欲しいと思ったんだ」

　和葉は唇を噛んだ後、真っ直ぐに一臣を見据えた。

「では、私が一臣さんのアシスタントに選ばれたのも、同情からですか？」

「……それは」

　一臣が口を噤み、やや視線を横に逸らせた。いつもはっきり物を言う彼にしては、何やら口籠っているようだ。

「同情からなんて……嬉しくありません。それに」

　鼻の奥がつんと痛くなる。

「一臣さんは私のこと、『綺麗だ』って言ってくれましたけど……私のことをどう思っているのか、は一度も聞いたことがありません。私はっ……！」

　涙が一粒頬に零れ落ちたが、和葉はそのまま言葉を続けた。

「没落した家の娘で、黒瀬コーポレーションの社長令息である一臣さんとは釣り合わない。華やかな恋人が沢山いたあなたとは違って、私は男性に声も掛けられたこともない地味な女で。だからどうして一臣さんが私と付き合おうと言ったのか、分からなくて」

　――だから。

　涙がぽろぽろと零れる。和葉は掠れた声を何とか振り絞った。

「だから、姫宮カンパニーの倒産に関わったから、同情して私をっ……！」

「お前に惚れてるからに決まっているだろう！」

「同情なんか……え？」

　時間が停止した。さっきとんでもない言葉が耳に入ってきたような、気が。

　和葉の両肩が大きな手でぐっと掴まれた。大きく見開いた和葉の目に映るのは、眉間に縦皺を刻み、一層濃くなった漆黒の瞳で彼女を睨み付け、引き締められた唇の端がぴくぴくと動いている、一臣の顔だった。こんな表情は、今まで見たことがなかった。

「……え？」

　呆然と彼を見上げる和葉を、親の仇を見るような目で睨む一臣は、叩きつける口調で話し始めた。

「惚れてると言ったんだ。聞こえなかったのか？」

「え……え……」

　――ほれて……る？

　怖ろしく不機嫌な顔をしているこの人が？　いつも強引で人を振り回してばかりのこの人が？

（……私に……？）

「え、えええええっ!?」

　大声で叫んだ和葉を見据える一臣の凄味が増した。涙すら止まってしまった和葉は、手を伸ばしてスーツの襟を掴んだ。

「い、いつからですかっ!?」

　ぷいと横を向いた彼の、頬骨の辺りが薄ら紅色になっている。

「俺のアシスタントとして仕事を始めた頃からだ」

「え？」

　毎日毎日、多量の仕事を山積みにされたあの頃。涼しい顔でどんどん仕事をこなし、綺麗な女性と出掛けるこの人が憎たらしくて。自分はデートもできなくて振られてばかりなのに――

　純粋な怒りが胸に込み上げてくる。彼の胸を再び押した和葉は、きっと目を三角にした。

「そんなこと、信じられません！　いつも美人の恋人と付き合っていたじゃないですか！　私が何度プレゼントや花束を贈ったと」

　一臣は、むすっとした表情のままだ。口がへの字に曲がっている。

「あれは、仕事上の付き合いをそれらしく見せかけていただけだ。大体、俺に女性と付き合う暇があったとでも？」

「それ、は」

（……なかった、わよね……）

　定時に帰宅し、食事に行き、花束を贈る――は二ヶ月に一度ぐらいはあったが、相手はいつも違う女性だったし、平日は和葉以上に働いていた。和葉に恋人を作る暇がなかったのと同じように、一臣にも時間がなかった……ような？

「そっ、それにしたって、あんなに仕事を押し付けて、厭味ったらしかったくせに、どうしてほっ、惚れてるなんて台詞が出てくるんですかっ!?」

　和葉に向き直った一臣の目が、どこか危うい光を宿している。

「……お前に隙がありすぎるからだろうが」

「え？」

　瞬きをした和葉を前に、一臣は淡々と話し始めた。

「……入社した姫宮カンパニーの一人娘が優秀だと聞いて、秘書のアシスタントにすることにしたのは、俺だ。当時俺の秘書から仕事が多すぎると苦情が出ていたし、他に空いている秘書もいなかった。……和葉を選んだ原因に、若干の罪悪感が混ざっていなかったと言えば、嘘になるが」

　前任の秘書からも、仕事量が多いため、次の秘書が中々見つからず困っていた、とは聞いていた。が、和葉の胸はちくりと痛む。

（やっぱり……罪悪感からアシスタントに引き上げてもらったのね……）

　大方、倒産後生活に困っていた和葉達に同情したのだろう。副社長秘書のアシスタントになったお陰で、生活も助かったのは事実だけれど。キリキリと心が軋んだ。

　目を伏せ、きゅっと唇を噛んだ次の瞬間、大きな親指が和葉の下唇を撫でる。そのぞくりとする感触に慌てて顔を上げると、一臣の顔がすぐ近くにあった。

　真っ直ぐな彼の視線に、さっきとは違う痛みが胸を襲う。

「最初のきっかけは同情からだったかもしれないが、それ以降は和葉の実力だ。物覚えも良く、努力家で根性もあり、人当たりもいい和葉を欲しいと、各部署から要請されたが、全部断った。隙だらけで男女の機微に疎いお前を、狼の群れに渡すつもりはなかったからだ」

「？　狼？」

　首を傾げた和葉を見た一臣は、「分かってなかったか……」と舌打ちをした。

「入社直後から、男性社員に注目されていたことに気が付いてなかっただろう。副社長室付きにしたことで、近寄って来る輩は減ったが」

（……はい？）

「何言ってるんですか？　私社内では全然声も掛けられなくて……っ!?」

　ちゅ、とリップ音が立つ。一臣の唇で軽く塞がれた和葉の唇は、言おうとしていた言葉を呑み込んでしまう。触れ合っただけで離れた彼の唇が、にまりと三日月の形になった。

「俺が目を光らせているのに、声を掛けてくる馬鹿はいない。何人かは副社長室に来ようとしたが、俺が丁重に対応しておいた。お前にも、他の男に目を向ける暇がないよう仕事を頼んだしな」

「なっ……」

　一臣と付き合っていると知った社内の、生温かい反応を思い出した。もしかして、アレは。

（一臣さんが牽制してたの、皆知っていたから……!?）

　道理で、社内で恋人ができないはずだ。和葉本人は仕事に追われ余裕がなく、おまけに一臣が丁重に対応していたのだから。これで一臣も落ち着くだろうと、皆ほっとしたに違いない。びっくり眼になった和葉は何も言えなかった。

「あいつらを排除して口説こうと思ったが……お前は社外に恋人を作ろうとし始めた。食事に誘おうにもさっさと帰宅するわ、プレゼントついでに好みのアクセサリーを聞いても素知らぬフリだわ。デートの日は一張羅を着てきたおかげで対処できたが……俺に対してだけはガードが硬かったよな？」

　どうやら由香里が言っていた『服でデートだとバレている』ことは当たっていたらしい。

「そ、それは早く身を固めて父に安心してもらいたかったからですし、あなたのお相手の女性達に嫌味を言われるのが億劫でしたし、没落した家の娘が一臣さんとだなんて、考えたこともなかったんですから！　大体そんな分かりにくいアプローチがありますか!?」

　すっと一臣が目を細める。

「――なら、俺が最初から迫っていたら、どうしてたんだ、お前は？」

「……っ」

　和葉は視線を泳がせ、突き刺さってくる彼の視線を避けた。

（……逃げていた、わよね……）

　上流階級の男性とは釣り合わない。関わり合いになりたくない。あの母がいる世界に戻りたくない。――そう思っていたから。

　和葉の顎に大きな右手が添えられ、くいと上を向かされる。熱を帯びた深い黒の瞳に囚われて、息ができない。顎に掛かった手が、左頬へと移動した。

「ひっつめに纏めた艶やかな髪も、残業でまた振られたと俺を睨み付ける目も、小生意気に閉じた唇も、薄化粧でも滑らかな肌も、どんなに俺のものにしたかったか、お前は全く気が付いてなかっただろう」

「！」

　頬に熱が一気に集まる。彼の視線に、心の奥の、誰にも触れられたことのない柔らかな部分をぎゅっと掴まれた気がした。

「つんと澄ました顔が快楽に染まるのを見たかった。お前の身体中に俺の痕を刻み込んで、俺無しではいられないようにしたかった」

「っ!?　な、何言ってるんですかっ!?」

　声色に籠る淫らな熱。その熱が和葉にも移り、身体から力が抜ける。

「少しずつ間合いを狭めて、外堀を埋めて、逃げ出す余地もなくそうとしていたところに――古城由香里から『婚活パーティーに和葉を呼んだ。あなたの縁談と同じ日時に。このヘタレが』と言われた」

「はあっ!?」

　突然一臣の口から出た由香里の名前に、和葉は間抜けな声を出した。おまけに一臣は、苦虫どころか毒虫を噛み潰したような顔をしている。

「あの女、パーティーで会う度に『和葉にあなたみたいな男はもったいない。もっといい人紹介するから』と鼻で嗤いやがって。いけ好かないが、和葉の親友だからと我慢していた」

（由香里って、前々から一臣さんと……!?）

　上流階級のパーティーでお互いを見掛ける程度だと思っていた。それが嫌味を言い合う仲（？）だったなんて。

「じゃ、じゃあ、あの日、一臣さんが電話してきたのは」

（由香里に話を聞いてたからなの!?）

　由香里から婚活パーティーの時間を聞いていたのであれば、あの時電話を鳴らすことも可能だったはず。道理でタイミングが良すぎた訳だ。

　一臣の唇がふっと綻ぶ。

「……ホテルのロビーに現れたお前は綺麗だった。このまま攫って、腕の中に閉じ込めたくて堪らなかった」

　一層熱くなった頬の熱が、彼の手にも伝わっているに違いない。あの時、煌びやかなシャンデリアの灯りの下、ロビー中の女性達の視線を集めて立っていたこの人は――

「……あなただって、素敵だった」

　仕立ての良いスーツを着こなした貴公子。伏せた目も引き締まった唇も、どうしようもなく艶めいていて、心臓が高鳴ったのを覚えている……今のように。

　つい、ぽつりと呟いてしまった台詞を、目の前の狼が聞き逃すはずがなかった。

「ほう？　そんな台詞を言ってくれたのは初めてだな」

（!!　しまっ……!?）

　一臣の口端が更に上がったのを見た和葉は、慌てて言葉を継いだ。

「あのっ……んうむっ！」

　再び和葉の唇を塞いだ彼の唇は、さっきよりも甘い。下唇を甘噛みされて目を閉じた瞬間、がくんと背中が後ろに倒れ込んだ。

「!?　かずおみさっ……！」

　一臣がリクライニングレバーを引いたらしい。仰向けになった和葉の目に入ってきたのは、自分の身体に圧し掛かっている、瞳だけが爛々と輝く大きな黒い影だった。数秒間見つめ合った後、彼の唇がゆっくりと動く。

「……和葉」

　ずくん、と身体の奥が疼く。艶のある低い声を聞いただけで、もう身体が反応し始めていた。とくとくと速くなる鼓動とともに、全身に淫らな熱が回る。太腿の間からじわりと染み出す感触に、和葉は膝を擦り合わせた。

　すっと頭を下げた一臣が、和葉の左耳たぶを舐め、ねっとりした声で呟く。

「もう感じているんだろう？」

「あ……」

　車の中なのに。いつ誰に見られるか分からないのに。僅かに残った理性が、逞しい身体に抵抗しろと命令しても、淫らな期待に震える身体は動かなかった。

「俺も感じている。すぐにでも、今ここで、お前のナカに挿入り、熱く蕩けたお前に包まれたい」

　和葉の右手首を掴んだ男の右手が、自らベルトのバックルの下へと動く。熱く硬くなったソレの感触が、布の上からでも開いた手の平に伝わった。その高まりに沿うように指を動かすと、一臣の肩がびくりと震える。僅かに荒くなった彼の息と同じように、和葉の呼吸も浅く速くなっていた。

「和葉」

「っ、んっ……！」

　手首を離れた彼の右手が、スカートの上から和葉の太腿を撫でる。閉じられた太腿の間に人差し指と中指が差し込まれ、滑らかな生地に皺ができた。ゆっくりと焦らすように動く指は、本当に熱くなった肌には触れていない。触れてくれない。布越しに擦っているだけだ。

「あっ、んっ、んんっ」

　もっと奥に指が当たるよう、和葉は無意識のうちに腰をくねらせた。とろんと蕩けた目で一臣を見上げると、彼はひゅっと短く息を吸う。開いた唇に熱い唇を重ねられ、和葉は逞しい首筋に両手を回した。

「はっ、んん……ん、うう、ん」

　くちゅくちゅと厭らしい音が、互いの唇の間から漏れる。絡ませた舌がぬるりと擦れ、ぞわりと鳥肌が立った。発情した雄の匂いが、彼のコロンに混ざっている。一臣の味に酔っている間に、彼の左手が和葉の右胸に伸びていた。

「……っあっ、んっ！」

　ブラウスの上から丸みを帯びた膨らみを掴まれる。そのまま指と手の平で、やわやわと胸を揉まれた和葉は、ぴくんと身体をしならせた。硬くなった乳首がブラジャーを押し上げ、彼の手を待ち望んでいる。

「外だからな。お前の肌は誰にも見せられない」

「あ、う」

　薄布を隔てた胸への刺激も、熱くなった身体には物足りない。乾いた喉に海水を飲まされ、更に水を欲しがるようになってしまう、そんな感覚に肌が震える。

「ひ、あっ！」

　ブラウス越しに胸の先端を捻られた和葉は、高い悲鳴を上げた。身体の奥がぎゅっと締まり、とろりと漏れ出した蜜が下着を濡らす。

「あ、あ、はぁ……」

　潤んだ瞳で一臣を見つめると、彼の頬も紅潮していた。

「軽くイッたようだな。続きは戻ってからだ」

　掠れた声でそう呟いた一臣は、リクライニングシートを元に戻し、ぐったりと力の抜けた和葉の身体にシートベルトを付ける。自分自身もシートベルトを付けた後、やや乱暴に車のエンジンを掛けたのだった。






「あうっ……！」

　びくんと和葉の白い背中がしなる。ベッドの上で四つん這いになった彼女は、白いシーツを両手で握り締めた。熱い楔が後ろから彼女を貫き、じゅくじゅくに濡れた蜜壺のナカを探るように動いている。彼の手に腰を掴まれ、ずくりと一層深く突かれた和葉は、思わず悲鳴に近い声をあげた。

「あっ、や、ぁ……っ、そこ、ああっ」

　最奥の感じる箇所を攻められ、知らず知らずのうちに腰を振ると、膨れ上がった欲望が濡れた襞と擦れ合い、更に強く感じてしまう。後ろから聞こえる一臣の息遣いは僅かに乱れていて――それに応じるように、和葉の息も熱くなる。

「ここが感じるのか？　奥が好きだな、和葉は」

「あああっ」

　前からでは当たらない場所ばかりを、和葉の肌が快感に震える弱点ばかりを狙うように、一臣が動く。ふるんと揺れた左乳房が、後ろから回された大きな手に揉みしだかれ、くにくにと形を変えた。

「あ、ひんっ……！」

　長い指に胸の蕾をこりっと扱かれた和葉のナカが、きゅっと窄まり、熱い彼の欲望を更に包み込む。く、と漏れた彼の声は、熱く擦れていた。

「油断したら、持っていかれそうだ……こんなに締め付けて」

「あっ、あああっ！」

　熱い先端が、ぐりと最奥を突く。身体中に甘い痺れが広がり、白い肌に汗が滲んだ。襞がひくひくと痙攣し、とろりと濡れた蜜口は、彼が自由に挿入するのを許していた。

　四つん這いでお尻を高く上げ、彼の目の前で太股を開き――こんな淫らな格好をして、こんな淫らな声を上げて、少し前の和葉だったら恥ずかしくて堪らなかったはず。でも今は、一臣の熱を待ち望み腰をゆらゆら揺らしている。微妙な振動がナカに響いて、半開きの唇からまた甘い呻き声が漏れた。

「あう、あ、一臣さ……んんっ！」

　更にくっと腰を持ち上げられた和葉は、顔をシーツに埋めた。つーっと長い指に背筋をなぞられ、びくんと背中を弓なりにする。

「また締まった。とろとろに蕩けたお前のナカは気持ち良すぎて困る」

「あっ、はあ、あぁ、ん」

　熱い塊が、襞の間を素早く前後に動くと、白濁した蜜が結合部分から外へと漏れる。熱い欲望でいっぱいいっぱいの蜜壺は、彼に合わせて柔らかく形を変える。もっと彼を感じたいと蠢く襞は、貪欲に彼から熱を奪おうとした。

「あっ、あっ……あああっ！」

　衝撃がずんと和葉を貫いた。何度達したのか、もはや分からない。ぬちゃりぬちゃりと厭らしい音が、太股を伝う蜜の熱さが、更に太く硬くなる彼自身が、そしてもはや快楽しか感じない自分の身体が、和葉の全てを支配していく。

「んっ……！　はぁっ、あ……っ」

　シーツを掴む手に力が入る。焼けるほどに熱い蜜壺のナカは、うねって彼に纏わり付き、もっと快感が欲しいと強請っていた。彼の左手の中にある、桜色に染まった柔肌の温度がまた上がる。

　突かれて擦られて扱かれて、どうしようもなく身体が震えて、甘い悲鳴が掠れて、熱が溜まって、もう何も考えられない。彼が与えてくれる激しい快楽に堕ちていく――

「あーっ……ああ、イクっ……あああああぁっ！」

「っ、和葉っ……！」

　一気に世界が真っ白に染まった。和葉が背中を仰け反らし、襞がぐぐっと強く収縮するのと同時に、膨れ上がった彼自身から熱い飛沫が膜越しに放たれた。自分のナカが彼の熱で満たされる感覚に、白い肌がぶるりと震える。

「はぁ、はあ……あぅ」

　息を切らせ、ぐったりとシーツの上に崩れ落ちた和葉の身体を、逞しい腕が後ろから抱きしめ、そのまま横向きにさせられた。二人の身体は、まだ繋がったままだ。彼の荒い息が、和葉の首筋に当たる。やがて、パンパンに満たされていたナカの感覚が、少しずつ柔らかくなっていく。はうと息を吐き、身体の力を抜いた和葉の左耳に、色気駄々漏れの声が注ぎ込まれた。

「あまりに気持ち良すぎて、すぐに気をやってしまった。次はもう少し長く楽しむぞ」

「……え」

（次……って……ええええっ!?）

　肌に緊張が走る。熱を放出し、柔らかくなっていたはずのソレが、また硬さを取り戻して――

「きゃっ!?」

　左脚が曲げられ、硬い太股が茂みの近くに割り込んでくる。不埒な左手が、また和葉の左の膨らみを捉え、ゆっくりと撫で回し始めた。

「まだ夜は始まったばかりだ――二度と逃げようなどと思うなよ？」

「――☆！？■△○――っ!!

　声にならない悲鳴を上げた和葉は、終わりのない快感にずぶずぶと嵌められてしまったのだった――。

















エピローグ　そしてやっぱり、腹黒でした












「……一臣さん……」

「なんだ？」

　白のタキシードを身に纏い、カフスボタンを留めながら一臣がにやりと笑う。

「似合ってる。世界一綺麗だ」

　ベール越しでも分かる熱の籠った視線に、緊張して青ざめていた頬が熱くなった。

「っ！　そ、そうじゃなくて、ですねっ」

　ようやく二人きりになれたのだ。和葉はレースの手袋を嵌めた両手で一臣の胸倉をつかんで叫んだ。






「――どうして昨日の今日で、私達の結婚式なんですかっ!?」

「準備していたからに決まっているだろう。俺の仕事に抜かりはない」

　一臣の眩しい笑顔についていけない。和葉はクラクラしながら、長くて熱い夜の、その続きを思い出していた。






　……一臣に散々啼かされ、どろどろの深い眠りについた和葉が目を覚ましたのは、もう陽が高くなってからだった。

『大変！　遅刻じゃないっ……！』

　大慌てで鈍く痛む身体をベッドから引き摺り出し、シーツを纏って、よたよたとリビングまで歩いた彼女の目に入ったのは――

『一臣さん？』

　オールバックに髪を撫で付けた彼は、白のタキシードを着ていた。ちょうど白の蝶ネクタイに人差し指を掛けていた一臣は、和葉を見てにっこりと微笑んだ。

『起こしに行こうと思っていたところだ。行くぞ』

「え、え、えええっ!?」

　シーツでぐるぐる巻きにされた和葉は、そのまま一臣にお姫様抱っこされ、あっと言う間にマンションの地下駐車場へ連れ出され、クッションの効いた車の助手席に座らされたと思うと、彼のトレンチコートを肩から掛けられ、シートベルトをしっかりと締められた。

　そしてアクセルを踏んだ一臣は、混み合う道路をすいすいとくぐり抜け――、辿り着いた場所が、あの黒瀬インペリアルホテルの地下駐車場だったのだ。

「あの！　一体どうし、きゃっ!?」

　また一臣に抱きかかえられた和葉は、何が何だか分からないうちに、ホテルの一室に連れ込まれ、そこで待ち構えていた女性スタッフ達に引き渡されてしまう。

「一臣さんっ!?」

　彼は眩い笑顔で、リーダーらしき女性に話し掛けた。

「また後で。では、よろしく頼む」

「承知いたしました！　さあ、こちらへ」

「あのっ!?」

　……黒のスーツを着たスタッフ達が、さっさと和葉をシャワールームへと連れて行く。何が何だか分からないうちに綺麗に身体を洗われた和葉は、あれよあれよという間にスタッフ達の手によって飾り付けられていく。白いレースの下着にコルセット、ガーターベルトを身に付けた和葉は、目の前に現れたウェディングドレスに目を奪われた。

　トルソーに着せられた、スノーホワイト色のドレス。マーメードラインの身頃に繊細なレースを重ね縫いしたドレスは、思わずぼうっと見惚れてしまうほど美しい。

『きっとお似合いですわ！　黒瀬様が直々に花嫁のためにと選ばれましたの』

『一臣さんが？』

　あんなに仕事で忙しい人が一体いつ、と考えるうちにドレスを着せられ、メイクにヘアセットをされ――一時間を過ぎた頃には、すっかり花嫁姿の和葉が出来上がっていた。

　全身鏡に映るウェディングドレス姿の自分は、白いチュールのベールの上からプラチナのティアラを被り、パールの花のイヤリングに三連のパールネックレスを身に付け、レースの手袋を嵌めた手にはカサブランカの花束を持っている。

（何だか……違う人みたい……）

　プロのメイクのお陰か、いつもより瞳がぱっちりしている。ベージュ混じりのピンクの口紅を塗った唇も艶があり、ぷるんと震えそうだ。

　地味だと思っていた自分の姿が、とても華やかで、そして――

『和葉』

　鏡に一臣の姿が映る。白のタキシードを着た一臣と並ぶと、和葉の目にもお似合いに見えた。

『とても綺麗だ。俺が思っていた通り』

『一臣さん……』

　さっと波が引くように、スタッフが部屋からいなくなる。和葉は後ろを振り返り、優しく見下ろす一臣を見上げ――彼の胸倉を掴んだのだった。






「安心しろ、招待客も事前に絞っている。必要最低限の人間しか呼んでいない」

「しょ、招待状は一体いつ」

「俺とお前が、恋人同士になってからだ」

　つまりは、和葉が一臣のことを好きだと認識する前のことで。

「～～～～！」

　にこにこと上機嫌に笑う彼を殴りたくなるのは何故だろう。うううとうなり声を上げ、じと目で睨む和葉を、一臣は全く意に介さない。

（手の平の上で踊らされている気がするわ……）

　和葉がはあと溜息を付いた瞬間、部屋のドアがノックされた。一臣がドアを開けると、満面の笑みを浮かべた隆夫と佐代が揃って部屋に入ってくる。二人を見た和葉は、思い切り目を見開いた。

「和葉……綺麗だよ」

「お父様!?　佐代さん!?　その格好……」

　二人とも、和葉達と同じ――白のタキシードにウェディングドレス姿だった。

「ああ。これは」

　隆夫が自分の左隣に立つ佐代を優しく紹介する。

「私の花嫁だ。和葉に負けず劣らず綺麗だろう？」

「隆夫さん……」

　和葉より小柄な佐代は、レースのボレロにエンパイアラインのドレスを着ていた。緩く編まれた髪には小さな生花が飾られていて、優しい彼女の雰囲気によく似合っている。少し頬を紅潮させた父の顔が、とても幸せそうで……目頭が熱くなった。

「一緒にお義父さん達も挙式すれば、和葉の憂いもなくなるだろう？」

　小声で一臣が囁く。

（お父様……佐代さん……やっと……）

　ずっと心の奥に残っていた罪悪感が、緩やかに消えていく。ようやく父も、愛する人と幸せになれるのだ。

　瞬きしたものの抑え切れなかった涙が、和葉の瞳からぽろりと零れた。一臣が人差し指でその涙を拭いた後も、ほろほろと透明な雫が零れていく。

「一臣さん……ありがとう……」

　一臣の笑顔はどこまでも優しくて、甘かった。和葉が落ち着くのを待って、一臣が彼女に右手を差し出した。

「そろそろ、行くぞ」

「はい」

　泣き笑いの顔で、和葉は小さく頷き、彼の右手に自分の左手を重ねたのだった。









　ホテルの中庭に設置された教会で家族だけの式を挙げた後、豪華絢爛なホテルの大広間で披露宴が始まった。和葉側の出席者が少ないことを考慮して、披露宴は立食パーティー形式になっている。

「まあね、こうなると思ってたわ。和葉はよく待たせた方だと思うわよ」

「由香里……」

　黒髪をハーフアップにし、身体のラインを綺麗に見せる濃い赤のドレスを着た由香里は、うんうんと頷いている。お色直しにハイウエスト切り替えのミントグリーンのドレスを着た和葉は、さっきまで黒のタキシードに着替えた一臣と招待客を挨拶に回っていたが、一臣が社長――もう義父だが――に呼ばれ、一人になったところで、由香里に声を掛けられたのだ。やや哀れみ（？）を含んだ顔で。

（さっきお義父様にも同じ顔付きで『黙っていて済まない』と言われたのよね……）

　あの時『いつまでも黙っている訳にはいかない』と一臣に言ったのは、結婚式のことも含めて、だったらしい。式については、結局今日まで教えてもらえなかったわね……と和葉は遠い目になる。

「結婚しても何かあれば、いつでも駆け込んで来てもらって構わないわ。古城の全力で和葉を守るから！」

（あの男から）守るから、と聞こえたのは気のせいだろう。和葉は小首を傾げたが、由香里の気遣いにそっと微笑んだ。

「ありがとう、由香里。またマンションに行かせてもら……？」

　一臣がこちらに背を向け、披露宴会場の扉――従業員が出入りしていた――を開け、出て行くのが遠目に見えた。

（？　あそこから出るの？）

「ごめんね、少し席を外すわ」

　ひらひらと右手を振る由香里を残し、一臣の後を追う。スタッフが行き交う通路の角を曲がった時、耳障りな金切り声が聞こえてきた。






「会わせなさいって言ってるでしょう!?」






　五メートルほど離れた位置から見えるのは、一臣の後ろ姿と、彼を見上げて怒鳴り散らしている黒いワンピースを着た女性の姿。その顔を見た和葉は、思わず立ち止まり、右手で口を押さえた。

「……お母様っ!?」

（……嘘っ!?）

　会社に押し掛けてきた時以来、会っていなかった和音は……一気に年を取ったように見える。艶がなくバサバサになった白髪交じりの髪。目の下には黒い隈、口元にもほうれい線が目立つ。色褪せた唇の色からすると、メイクもロクにしていないようだ。よく見ると、アクセサリーも全く身に付けておらず、着ているワンピースも何の飾り気もない、普通のワンピースのようだ。

　立ち竦む和葉を、一臣が振り返る。それと同時に、和音とも目が合った。

「和葉っ……!?」

　和葉の顔を見た和音の瞳に、憎しみの色が浮かぶ。一臣が和葉の傍まで歩き、彼女の右側に立つ。

「今日は私達の結婚式です。騒ぎを起こすのは、あなたにとっても得策ではないのでは？」

　和葉の左肩を抱きながら一臣が言った台詞に、和音がかっと目を見開く。

「和葉！　あなた母親をこんな目に遭わせて平気なの!?　この男は有森家を陥れた上に、私達の資産まで凍結してしまったのよ！　あなたからも、すぐに何とかするよう、言いなさいっ！」

（陥れた？　資産を凍結？）

　ヒステリックに喚く和音の声を聞いても、全く何のことなのか分からない。硬直した和葉の左肩に置かれた大きな手のぬくもりが、じわりと伝わってきて、何とか心を落ち着かせる。

「この程度で済んで良かったと思っていただけますか？　あなたは生憎と和葉の実の母親だ――全く似てはいないが」

　辛辣な一臣の声の響きに、和音がぎりと歯ぎしりをした。彼の鋭い言葉は続く。

「有森社長は無茶をし過ぎた。儲け話に目が眩んで、重役達の反対を押し切り、リスクの高い海外事業に多額の投資――結果、儲けどころか借金が膨れ上がっただけだ。その穴埋めに、娘との縁談を俺に持ち掛けたぐらいだ、金策に困っていたのだろう」

「なっ、なんですって！　失礼なっ！　あの縁談は黒瀬家にとっても有利なはずでしょう!?　智花はあなたの隣に立っても遜色のない義娘で」

　和音の台詞を遮り、一臣がくすりと嗤う。

「正直、あなたや智花さんのようなタイプは見飽きているんですよ。和葉は見た目だけでなく、心も美しい女性だ。和葉が俺を選んでくれたことを光栄に思っていますよ」

　自分だけに向けられる熱い眼差し。それがじわりと滲んで見える。鼻の奥がツンとするのを感じ、瞬きをした和葉の耳に、ヒステリックな声が突き刺さった。

「何とか言ったらどうなの、和葉っ！　あなた母親を見捨てる気なの!?」

　和葉は真っ直ぐに和音と向き合う。シンデレラの魔法が解けてしまったような母の姿が、自分を見て溜息をつく華やかな美女の姿の上に重なった。ずっと彼女に抱いていた、重苦しい何かが、和葉の心の奥から消えていく。和葉は一臣を見上げ、口を開いた。

「……資産を凍結されたというのは、差し押さえされたから、ではないのですか？」

「その通りだ。有森家の所有する土地や邸宅、預金等は負債を少しでも減らすために使われるだろう――かつて姫宮家がそうしたように、な」

　ぴくりと和音の肩が揺れた。今彼女の顔に浮かんでいるのは、焦りと苛立ち。そこに後悔や自責の念は欠片も見付けられなかった。

「大体、あなたは大層な金食い虫だ。無駄遣いが多すぎる上に、自分のお気に入りの男に投資と称して大金を渡しているだろう。もっとも、その投資とやらが実を結んだことは、一度もないようだが」

「っ！」

　和音の頬が赤く染まる。パーティーで煌びやかな装いの母を取り囲み、媚びへつらう人々の姿を思い出した。あれは和音の美しさに魅せられたからだと思い込んでいたが、それだけではなかったということか。和葉は何も言えず、ただ目を見開くことしかできなかった。

「ありのままのあなたを愛していたのは、義父上だけだった。その彼をあなたは見捨てた。あなたご自慢の美貌とやらを維持する金目当てに、有森社長に鞍替えしたのだろうが――見る目がなかったということだ。義父上は自らの力で借金を返済した一方、有森社長は巨額の借金を抱える身となった。あの時、和葉達を見捨てた報いだと思って、有森家の没落に付き合うのがいいだろうな？　大体、智花さんは金遣いの荒いあなた達夫婦を隠居させるつもりだと、この前聞いた。だから会社は見逃してくれと頭を下げてきたぞ」

　和音の顔がさっと青ざめる。

「智花が!?　あなたに会うというから、てっきり援助をっ！　上手くいったと言っていたのに!?」

　和音に見せられた写真。あれは。

（智花さんと会っていたのは、このためだったの!?）

「ここに来たのも、目的は和葉ではなく、義父上に金銭的援助を求めるつもりだったのだろう？　だが、いくら義父上が優しくとも、すでに妻がいる身、しかも自分を捨てて出て行った前の妻の面倒を見るとは思えないがな」

（お母様が来ることを見越して、同時に結婚式を挙げたの？）

　和音の唇が歪む。彼女を見下ろす一臣の瞳は、どこまでも冷徹だった。

「どうぞお帰りください。もうあなたには、和葉を、義父上を傷付ける力はない。大人しく有森社長と余生を過ごすなら、和葉に免じてこれ以上は何もしない」

　和音の視線が、一臣から和葉に移る。和音を見ても、もう胸の奥が痛まないことに、和葉は気が付いた。和葉はゆっくりと口を開いた。

「お母様。私もお父様も――あなたのいない世界で生きていきます。これまでもこれからも。――お元気で、有森夫人」

「っ――」

　和音の目が一瞬泳いだ。が、その後すぐに彼女はさっと踵を返し、荒い足音と共に長い廊下の端に消えていった。下手に騒いで注目を集めるよりも、今ここで引いた方がいいと判断したらしい。その態度には、娘への愛情など一切感じられなかった。

（何だか……あっけないものね……）

　幼い頃から母の一挙一動に傷付いていたはずなのに――今の和葉の心の中は驚くほど凪いでいる。それはきっと……。

「騒ぎになるから俺だけで対処するつもりだったが、ちゃんと引導を渡せたことは良かったな。もう彼女がお義父上に付き纏うこともないだろう」

「……はい」

（一臣さんが私を勇気付けてくれたから）

「それにしても……母は随分感じが変わっていましたね」

「ああ、美容に回す金がなくなったんだろうな。高級エステサロンに美容整形、毎月百万以上散財していたようだ」

　母の自慢だった輝くようなあの美貌。それを維持するために、父と自分を捨てた彼女は今、その報いを受けたのだろう。和音にとっては、最も重い刑罰のようなものだ。黙った和葉をぐっと身体に引き寄せた一臣が言う。

「安心しろ。お前は年を取っても綺麗なままだ」

「一臣さん……」

　優しい目の一臣を見上げる和葉の胸の中が、じわりと温かくなった。

「愛される女性は美しくなるからな。ますます美しくなるように、俺が和葉をどろどろに愛するから覚悟しておけよ？」

「……はい……？」

「まずは披露宴が終わったら、ここの最上階スイートルームで夕べの続きをしよう。仕事の調整も終わっているから、一ヶ月はゆっくりできそうだ」

　何だか不穏な言葉が聞こえてくる……気が。それに三日月型に曲がった口元……あれは良からぬことを考えている時の……？

「俺の精をたっぷりと注いで、身体のナカからも綺麗にしてやる。今夜は直接――」

「かかか、一臣さんっ!?」

　とても言葉にできない、卑猥な台詞が出る直前で、何とか一臣の唇を塞いだ。その手の平を舐めながら、にやりと笑う彼の顔は、肉食獣そのもので。

「さあ、皆のところに戻ろう。あと二時間ほどだ」

　一臣が差し出した左腕に右腕を巻き付け、二人並んで歩き始める。

「あの一臣さん？　私身体のあちこちが重だるくて、だから今晩は少し控え目に」

　そう上目遣いで言ってみた和葉は、一臣がいつものあの笑みを浮かべるのを見た。

「却下、だ。大体まだ抱き足りないのに、我慢させる気か」

「我慢!?　あれで!?」

　何度も何度もイカされて、身体には赤い花が散ったままで、腰もだるくて堪らないのに!?

　ワナワナと震える和葉の唇に、軽い口付けが落ちてきた。悪戯っぽく笑う彼の顔は、いつものあの顔だ。

「諦めろ。お前が思うよりも、俺はお前を愛してる」

「～～～～っ、もう！」

（こんなタイミングで、そんなこと言うなんてっ！）

　頬も身体もかっと熱が上がる。言い返すこともできず、スマートにエスコートする一臣に連れられ、歩くのが精一杯。

「和葉の身体からは昨夜『愛してる』と言ってもらったが、今度はその可愛い唇から言ってもらいたい」

「！」

　耳元で囁かれた甘い言葉に、思わずつま先が突っかかった。そんな和葉を見下ろし、一臣は嬉しそうに笑う。

　――結局は、この人の言う通りにしてしまうのだ。残業ばかり繰り返していたあの頃も、寄り添う彼の匂いにくらくらして、熱くなってしまう身体を持て余している今も、そして――逞しい腕の中で彼の熱を感じながら、甘い幸せに蕩けてしまう時も。
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（……何だか悔しいけれど、本当に）

　私自身を愛してくれるこの人に、捉えられてしまったのは、いつからだろう。

「今夜が楽しみだ。さっさと終わらせて、いや途中で抜け出して」

「それは止めてください」

　真顔でぱしりと言い返した和葉だったが、それはそれは嬉しそうな一臣の笑顔にぐぬぬと何も言えなくなってしまう。ああきっと、この人には敵わないのだ。これまでも、そしてこれからも。

　一臣の体温を隣に感じながら、和葉は諦め混じりの溜息を付いたのだった。






　――そして、その後も和葉の予想通り

「だから、言いましたよね!?　平日は少なくしてくださいって！」

「無理だ。お前が可愛すぎる」

「あああ、もう！　キスはしないで！　またぎりぎりの時間じゃないですかーっ！」

　……という攻防戦が、会社に向かう車の中でほぼ毎日繰り広げられることになったのは、また別のお話。







（Ｅｎｄ）
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